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通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分

２月１日（金）、節分豆まき（くろばね保育園）

 ・ 夕方からは明るい服装と反射材を着けましょう
 ・ 道路を横断する際は必ず止まって左右を確認しましょう
 ・ 道路の斜め横断は絶対しない
 ・ 高齢者の夜間外出は控えましょう
 ・ 高齢者に優しい３Ｓ（スリーエス）運動を心がけましょう
 ・ 全席シートベルトを着用しましょう

生活環境課交通対策係 　　　（２３）８８３２
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　大規模災害が発生した場合、道路の寸断や消防力の分散などにより、行政機関の防災活動が著しく低下するこ
とがあります。そのようなとき、地域住民による防災活動が被害の防止および軽減に大きな役割を果たします。
○自主防災組織
市では「地域の安全安心は地域で守る」との考えから、自治会単位などで組織運営する自主防災組織の結成を推
進しています。組織の役割は、平常時の防災知識の普及・防災訓練の実施や防災用資機材の整備など、災害時
の情報の収集伝達や出火防止・初期消火・負傷者の救出救護・住民の避難誘導や給食給水活動などです。すで
に結成されている自治会の皆さんは、自主防災組織の活動に参加し、防災についての意識を高めましょう。

■地域のことは地域で守ろう！

水害 土砂災害

竜巻などの突風

震災
○家具を固定し、万が一倒れてき
　ても安全なように向きを変える。
○寝室や居間や子ども部屋の安全対策が特に大切。
○出口は複数確保して、地震で建物が歪んでも
　外に出られるようにしておく。
○基本的に「重いものは上に置かない」、「家具は
背が低いものを使う」、「家具や照明はできるだ
け作りつけにする」よう心がける。
○大きな揺れになると、家具を固定していても
　扉が開いたり、引き出しが飛び出したりする
　ので、耐震ロック（耐震ラッチ）などをつける。
○窓ガラスを強化ガラスに替えたり、家の中の
　ガラス類に飛散防止フィルムを貼ったりする。
○テレビやパソコンなどには、耐震固定ベルト
　や耐震マットが有効である。

○次のように発達した積乱雲が近づ
く兆しがあるときは、頑丈な建物
の中など安全な場所に避難する。
 ・真っ黒い雲が近づき、周囲が急に暗くなる。
 ・雷鳴が聞こえたり、雷光が見えたりする。
 ・ヒヤッとした冷たい風が吹き出す。
 ・大粒の雨やひょうが降り出す。
○屋内では次のような行動をとる。
 ・雨戸やシャッター、窓やカーテンを閉める。
 ・窓から離れる。ガラス窓の周辺は大変危険。
 ・１階の窓の少ない部屋の中央に移動する。
 ・丈夫な机やテーブルの下に入り、下向きに身を
小さくして頭や首筋を腕で覆う。
○屋内に避難できないときは、次のような行動を
とる。
 ・頑丈な構造物の物陰に入り、下向きに身を小さ
くして頭や首筋を腕で覆う。
 ・物置や車庫・プレハブや電柱や太い木、橋や陸
橋の下などは倒壊の可能性が高く危険なので、
避難場所としては避ける。
 ・身を隠す場所がないときは、窪地などに入り、
　下向きに身を小さくして頭や首筋を腕で覆う。

○次のような土砂災害の前触れが
　発生したときは、すぐに周りの
　人たちと安全な場所に避難し、
　市役所や消防、警察署などに通報する。
【土石流】
 ・川の流れが濁り、流木が混ざり始める。
 ・雨は降り続いているのに川の水位が下がる。
 ・山鳴りがする。
【地すべり】・沢や井戸の水が濁る。
 ・地割れができる。・斜面から水が噴き出す。
【崖崩れ】
 ・崖から小石がパラパラと落ちてくる。
 ・崖から水がわき出ている。
 ・崖に割れ目が見える。

○河川や用水路、田んぼや低地など
　を見に行くなどの外出は控える。
○地面の大半がコンクリートやアスファルトで覆
われている都市部で短時間に大雨が発生したと
きは、地下街や地下室などの水没に注意する。

○ラジオやテレビの気象情報、緊急地震速報に注意する。
○インターネットや携帯電話などから気象情報を入手す
　る方法を知っておく。
○停電に備えて、懐中電灯を用意する。
○非常時の持ち出し用の荷物を用意し、点検しておく。
○日ごろから避難場所や避難経路、近所の危険箇所を確認しておく。

災
害
は

　
突
然
起
こ
り
ま
す

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
２
年

が
経
過
し
、
震
災
の
記
憶
や
教
訓
が
薄

れ
が
ち
で
す
。

　
し
か
し
、
災
害
は
時
と
場
所
を
選
ば

ず
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
震
災
の
教
訓

を
生
か
し
、
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た

め
、
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

○生命・身体を守る方法　
内閣府(防災担当)「減災のてびき～今すぐできる７つの備え～」から

■災害から生命・身体を守る！
普段から災害に対する備えを心がけ、災害発生時は
自ら身の安全を守るよう行動することが重要です。

全災害共通
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災害時におけるゴルフ場施
設等の利用に関する協定

災害時における大田原郵便
局と大田原市間の協力に関
する覚書

地域防災における応急対策
の協力に関する協定
災害時における応急対策業
務の協力に関する協定
水防協力団体の指定

「那須のみまもり隊」活動協
定

那須地区広域防災の相互協
力に関する協定

地域防災における公園緑地
等の保全に関する協定

災害時における電気設備の
復旧等に関する協定
災害時における生活物資の
供給協力に関する協定

消防相互応援協定（他６協
定）

災害時等における相互応援
に関する協定（他３協定）

災害時の情報交換に関する
協定

被災者のためのゴルフ場施設（クラブ
ハウス、お風呂等）の提供や、救援物
資の集積場の提供など

被災市民の避難先や被害状況の情報
提供や、避難場所への臨時郵便ポス
トの設置など

市内において、災害時における道路
の障害物の除去などの応急対策など
災害時における市内の水道施設など
の応急復旧活動
水防訓練への参加や、河川の巡視、
水防活動の実施など

平常時（気象警報発令時や震度４以上
の地震発生時以外）における巡視活動
や応急措置活動
災害発生時の初期段階における対応
や、人命救助等への資機材の提供な
どによる初動活動強化

公園緑地内の樹木等の点検や、被災
した樹木などの撤去、必要な資機材
の提供など
災害発生時における公共施設の電気
の保安、停電時の発電機の提供など
災害発生時に市が行う災害対策に必要
な物資や被災者の生活必需品の供給

火災や水災、その他の災害発生時の
相互応援に関する協定

災害時における食料や飲料水などの
生活必需品の援助や職員の派遣など
の相互応援
市へ国土交通省情報連絡員を派遣し、
被害状況などの情報交換により災害
への的確な対処を講じる

栃木県、栃木県ゴルフ場協
議会、栃木県市長会、栃木
県町村会、栃木県消防長会、
財団法人栃木県消防協会

大田原郵便局

大田原市建設業協同組
合
大田原管工事工業協同
組合
指定団体：（社）栃木県
建設業協会

栃木県建設業協会那須
支部

那須塩原市、那須町、大田
原警察署、那須塩原警察署、
大田原地区広域消防組合、
黒磯那須消防組合、栃木県
建設業協会那須支部

みどりの会

栃木県電気工事業工業
組合
（株）カインズ

那須塩原市、那須町

県内全市町、栃木県、
東京都江東区、兵庫県
赤穂市　他25自治体
国土交通省関東地方整
備局

民
間
団
体
な
ど
と
の
災
害
時
相
互
応
援
協
定
な
ど

消防相互
応援協定

大田原市
と自治体
の災害時
相互応援
協定など

協定名称 協定内容 協定団体

皆さんが安全で安心な生活を送るための情報提供として、「大田原市安全安心メール」を配信しています。
○情報を受信するには？
 ・携帯電話やインターネット接続のパソコンから、　mail@ohtawara-anzen.jp　に空メールを
　送ると自動登録されます。（登録完了のメールは配信されません）
 ・ ＱＲコードを携帯電話のバーコードリーダーで読み取れば、さらに簡単に登録できます。
○どんな情報が分かるの？
  ・震度４以上の地震情報　 ・大雨洪水警報などの気象警報、土砂災害警報情報　 ・ダム放流などの河川情報
  ・子どもを守るための不審者情報 　・子どもや高齢者などの所在不明事案に伴う協力依頼
  ・振り込め詐欺や車上狙いなど犯罪発生情報　 ・ひき逃げや大規模交通事故などの交通情報
  ・その他、市から皆さんに知っていただきたい情報
○お金はかかるの？
　情報提供料は「無料」ですが、空メール送信時や情報受信時のパケット代金が
　かかります。（１件につき１円～２円程度）

■「大田原市安全安心メール」の登録をしましょう！

市では防災力・減災力の強化を目的として、自治体や民間の団体などと防災に関する協定を締結しています。
■各種団体などとの防災に関する協定

■問い合わせ　　２階　危機管理課防災係　　　（２３）１１１５
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す
で
に
ご
案
内
し
た
と
お
り
、
４
月
１

日
か
ら
、
市
営
バ
ス
は
、
現
在
15
の
路
線

を
再
編
し
、
11
路
線
で
運
行
し
ま
す
。

①
佐
久
山
・
親
園
線

　
（
ふ
れ
あ
い
の
丘
〜
那
須
赤
十
字
病
院
）

②
金
田
方
面
循
環
線

　
（
大
田
原
市
役
所
〜
金
田
地
区
〜
大
田

　

原
市
役
所
）

③
野
崎
方
面
循
環
線

　
（
那
須
赤
十
字
病
院
〜
野
崎
地
区
〜
那
須

　

赤
十
字
病
院
）

④
那
須
塩
原
駅
線

　
（
那
須
塩
原
駅
〜
国
際
医
療
福
祉
大
学
・

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
）

⑤
大
田
原
市
内
循
環
線

　
（
大
田
原
市
役
所
〜
西
那
須
野
駅
）

⑥
金
丸
線

　
（
道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
〜
那
須
塩
原
駅
）

⑦
雲
巌
寺
線

　
（
雲
巌
寺
前
〜
那
須
塩
原
駅
）

⑧
須
賀
川
線

　
（
黒
羽
〜
石
畑
）

⑨
黒
羽
・
佐
良
土
線

　
（
黒
羽
〜
な
か
が
わ
水
遊
園
）

⑩
蛭
田
・
湯
津
上
線

　
（
や
す
ら
ぎ
の
湯
〜
那
須
赤
十
字
病
院
）

⑪
佐
久
山
・
野
崎
線

※

９
月
30
日
ま
で
は
実
証
運
行

　
（
ふ
れ
あ
い
の
丘
〜
野
崎
駅
）

○
運
行
日

 

・ 

①
、②
、③
、④
の
一
部
、⑪

　

↓
休
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
毎
日

 

・ 

④
の
一
部
、⑤
、⑥
、⑦
、⑧
、⑨
、⑩

　

↓
年
末
年
始
を
除
く
毎
日

東
野
バ
ス
の
路
線
に
移
行
し
ま
す
。

○
市
営
バ
ス「
黒
羽
線
」

　
　
　
　

←

　

東
野
バ
ス「
黒
羽
・
福
祉
大
・
五
峰
の
湯

　

線
」

○
市
営
バ
ス「
湯
津
上
線
」

　
　
　
　

←

　

東
野
バ
ス「
馬
西
・
小
西
線
」

　

こ
れ
ま
で
須
賀
川
地
区
な
ど
か
ら
の
路

線
か
ら
市
営
バ
ス「
黒
羽
線
」に
乗
り
換
え

て
通
学
や
通
勤
を
さ
れ
て
い
た
方
は
、
４

月
１
日
以
降
は
、
東
野
交
通
へ
の
乗
り
換

え
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
乗
り
換
え
に
際

し
、
新
た
な
料
金
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

次
の
①
②
の
要
件
を
両
方
満
た
す
方
に
は
、

「
連
絡
定
期
券
」を
市
が
発
行
し
ま
す
。

  【
対
象
と
な
る
方
】

①
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

②
東
野
交
通
が
発
行
す
る
大
田
原
市
内
運

　

行
路
線
の
定
期
券
を
持
っ
て
い
る
方

  【
対
象
と
な
る
連
絡
定
期
券
発
行
路
線
・

　

区
間
】

○
雲
巌
寺
線（
黒
羽

↔

雲
巌
寺
前
）

○
須
賀
川
線（
黒
羽

↔

石
畑
）

○
黒
羽
・
佐
良
土
線

　
（
黒
羽

↔

な
か
が
わ
水
遊
園
）

○
そ
の
他
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
区
間

　

次
の
路
線
は
那
須
赤
十
字
病
院
に
乗
り

入
れ
ま
す
。

⑴
市
営
バ
ス

①
佐
久
山
・
親
園
線

②
金
田
方
面
循
環
線

③
野
崎
方
面
循
環
線

④
那
須
塩
原
駅
線

⑤
大
田
原
市
内
循
環
線

⑥
蛭
田
・
佐
良
土
線

路
線
に
よ
り
、
１
日
の
乗
り
入
れ
本
数

は
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
同
一
路
線
で

も
乗
り
入
れ
る
便
と
乗
り
入
れ
な
い
便

が
あ
り
ま
す
。

⑵
東
野
バ
ス（
１
日
１
往
復
）

①「
西
那
須
野
駅

↔

黒
羽（
黒
羽
方
面
）」

②「
西
那
須
野
駅

↔

小
川（
湯
津
上
方
面
）」

　  【
乗
車
１
回
あ
た
り
】

 

・
大
人
、
高
・
大
学
生　
　
　

 

２
０
０
円

 

・
小
・
中
学
生　
　
　
　
　
　

 

１
０
０
円

 

・
乳
幼
児　
　
　
　
　
　
　
　

 

無
料

 

・
65
歳
以
上（
市
民
証
提
示
）　 

１
０
０
円

 

・
障
害
者（
大
人
、
高
・
大
学
生
：
身
障

　

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

　

健
福
祉
手
帳
提
示
）　　
　

   

１
０
０
円

　

４
月
か
ら
の
市
営
バ
ス
11
路
線

　
　
　
　※

（
　
）は
起
点
と
終
点

現
行
の
市
営
バ
ス

　「
黒
羽
線
」「
湯
津
上
線
」

那
須
赤
十
字
病
院（
那
須
日
赤
）へ
の

路
線
バ
ス
乗
り
入
れ

市
営
バ
ス
お
よ
び
東
野
バ
ス
料
金

市
営
バ
ス
・
東
野
交
通
連
絡

定
期
券
の
発
行

市
営
バ
ス「
黒
羽
線
」「
湯
津
上
線
」を

ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

４
月
か
ら
の
公
共
交
通

市
営
バ
ス
11
路
線
に
再
編
!!

東
野
交
通
が
市
営
バ
ス
と
同
料
金

で
市
内
運
行
開
始
!!

市
営
バ
ス「
黒
羽
線
」・「
湯
津
上

線
」は
東
野
交
通
路
線
と
し
て
新

路
線
へ
!!

　

４
月
１
日
か
ら
現
行
の
市
営
バ
ス「
黒

羽
線
」と「
湯
津
上
線
」は
、
東
野
バ
ス
の

路
線
に
移
行
し
ま
す
。

　

現
在「
黒
羽
線
」「
湯
津
上
線
」を
定
期

券
で
ご
利
用
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
４

月
１
日
以
降
、
東
野
交
通
の
定
期
券
が

必
要
に
な
り
ま
す
。「
黒
羽
線
」「
湯
津
上

線
」を
ご
利
用
の
方
で
、
３
月
１
日
以
降

に
市
営
バ
ス
定
期
券
の
有
効
期
限
が
切

れ
る
方
は
、
新
し
い
市
営
バ
ス
定
期
券

を
購
入
せ
ず
に
回
数
券
か
現
金
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
１
日
以
降
の
東
野
交
通

の
料
金
は
、
定
期
券
料
金
も
含
め
市
営

バ
ス
と
同
額
に
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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予
約
は
面
倒
で
な
い
で
す
か
？

　

予
約
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
ご
案
内
し
ま
す
。

　

い
つ
で
も
自
由
な
時
間
に
乗
れ
ま
す
か
？

　

利
用
で
き
る
時
間
は
決
め
ら
れ
て
い
ま

　

す
。
車
が
黒
羽
支
所
の
周
辺
か
ら
、
次

　

の
時
間
に
出
発
し
ま
す
。

 

・
午
前
７
時
30
分　

・
午
前
９
時
30
分

 

・
午
後
０
時　
　
　

・
午
後
１
時
30
分

 

・
午
後
３
時
30
分

　

こ
の
時
間
内
で
皆
さ
ん
の
予
定
に
合
わ

　

せ
て
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
宅
近
く
の
バ
ス
停（
乗
降
所
）ま
で
来

　

て
も
ら
う
時
間
の
指
定
は
で
き
ま
す
か
？

　

で
き
ま
せ
ん
。
乗
り
合
い
で
す
の
で
、

　

そ
の
日
の
予
約
状
況
で
到
着
時
間
が
変

　

わ
り
ま
す
。

　

帰
り
の
予
約
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

　

す
か
？

　

行
き
の
予
約
と
一
緒
に
予
約
す
る
か
、

　

降
り
る
際
に
運
転
手
に
お
伝
え
く
だ
さ

　

い
。
も
ち
ろ
ん
目
的
地
か
ら
お
帰
り
の

　

際
に
予
約
も
で
き
ま
す
。

　

那
須
赤
十
字
病
院
や
国
際
医
療
福
祉
大

　

学
病
院
に
行
け
ま
す
か
？

　

直
接
行
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
東
野

　

バ
ス
や
市
営
バ
ス
へ
の
乗
り
換
え
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

　

誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
か
？

　

は
い
、
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

高
齢
者
外
出
支
援
事
業
を
利
用
さ
れ
て

　

い
る
方
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
利
用
さ
れ

　

て
い
る
方
で
も
デ
マ
ン
ド
交
通
を
利
用

　

で
き
ま
す
。

　

ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
行
け
る
の
で
す
か
？

　

黒
羽
・
川
西
・
両
郷
・
須
賀
川
地
区
内

　

で
運
行
し
ま
す
。

　

上
の
図
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
ま
で
の
路
線
バ
ス
と
は
ど
こ
が
違
う

　

の
で
す
か
？

　

路
線
バ
ス
は
、
利
用
す
る
方
が
い
な
く

　

て
も
決
め
ら
れ
た
路
線
を
決
め
ら
れ
た

　

時
間
に
行
き
来
し
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
交

　

通
は
利
用
す
る
方
が
予
約
を
入
れ
る
こ

　

と
で
運
行
し
ま
す
。
予
約
が
な
い
場
合

　

は
運
休
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
決
め
ら

　

れ
た
路
線
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

利
用
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

　

す
か
？

　

現
在
は
、
事
前
の
登
録
を
お
願
い
し
て

　

い
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
の
自
宅
近
く

　

に
専
用
の
バ
ス
停（
乗
降
所
）を
設
置
す

　

る
た
め
で
す
。

　

３
月
下
旬
か
ら
は
、
実
際
の
利
用
日
と

　

利
用
時
間
の
予
約
を
始
め
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通（
予
約
型
バ
ス
）に

つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

予
約
セ
ン
タ
ー
：
山
和
タ
ク
シ
ー
内

　
（
２
６
）１
７
１
７（
い
い
な
い
い
な
）

※
予
約
は
３
月
25
日（
月
）か
ら

Ｑ.1Ｑ.2

 

①

②②

③

④

⑤

黒羽支所

両郷出張所

五峰の湯

⑥
⑦

須賀川出張所須賀川出張所

雲巌寺雲巌寺

ホテル花月

さかいり
ショッパーズ
さかいり
ショッパーズ

⑧

⑨⑩

⑪⑪
⑫

⑬

⑭⑮

⑯

⑰

前田Ｔ字路前田Ｔ字路

【
運
行
区
間
】

　

●
自
宅
の
近
く
の
デ
マ
ン
ド
交
通
バ
ス
停

　
　
（
既
存
の
市
営
バ
ス
停
の
場
合
あ
り
）

　

●
市
営
バ
ス
停

　
　

①
黒
羽　

②
旧
役
場
前　

③
黒
羽
支
所　

　
　

④
五
峰
の
湯　

⑤
両
郷
出
張
所　

　
　

⑥
須
賀
川
出
張
所　

⑦
雲
巌
寺
前

　

●
医
療
機
関
な
ど

　
　

⑧
磯
医
院　

⑨
江
部
医
院　

⑩
車
田
医
院

　
　

⑪
く
ろ
ば
ね
齋
藤
醫
院　

⑫
益
子
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

⑬
益
子
医
院　

⑭
江
部
歯
科
医
院　

　
　

⑮
佐
川
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　
　

⑯
吉
成
歯
科
医
院　

⑰
広
瀬
歯
科
医
院　

ほ
か

Ｑ.3Ｑ.4

Ｑ.5Ｑ.6Ｑ.7Ｑ.8Ｑ.9

※

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く

黒
羽
・
川
西
・
両
郷
・
須
賀
川
地
区
に
デ
マ
ン
ド
交
通
（
予
約
型
バ
ス
）

　

〜
３
月
25
日
予
約
開
始
！
買
い
物
や
通
院
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜
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平
成
24
年
12
月
20
日
に
開
催
し
た
第
５

回
市
議
会
定
例
会
最
終
日
に
お
い
て
、
任

期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
お
よ
び
補

充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
委
員
お
よ
び
補

充
員
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
月
９
日（
水
）に
選
挙
管
理

委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
長
お
よ
び
委
員

長
職
務
代
理
者
を
選
任
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
選
挙
管
理
委
員

　

委
員
長　
　
　

蜂
巢　

貞
美

　

委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
　

小
山
田
哲
夫

　

委　

員　
　
　

大
森　
　

薫

　

委　

員　
　
　

榊
原　
　

昇

●
任
　
期

　

平
成
24
年
12
月
23
日
〜
平
成
28
年
12
月

　

22
日（
４
年
）

■
問
い
合
わ
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
（
９
８
）３
７
６
７

　
　
　

6平成25年３月１日号

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
改
選

　

利
用
料
金
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。　

　

片
道
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

・
大
人　
　
　
　
　

３
０
０
円

 

・
高
・
大
学
生　
　

２
０
０
円

 

・
小
・
中
学
生　
　

１
５
０
円

 

・
乳
幼
児　

無
料

 

・
65
歳
以
上（
市
民
証
提
示
）　  

１
５
０
円

 

・
障
害
者（
大
人
、
高
・
大
学
生
：
身
障

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
提
示
）　　
　

   
１
５
０
円

　

４
月
１
日
か
ら
の
運
行
に
向
け
て
、
現

在
事
前
登
録
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
宅
近
く
に
専
用
の
バ
ス
停（
乗
降
所
）を

設
置
す
る
た
め
で
す
。「
今
は
利
用
し
な

い
」と
お
考
え
の
方
も
登
録
は
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。
運
行
開

始
後
の
登
録
も
可
能
で
す
。

●
登
録
方
法

　
「
大
田
原
市
デ
マ
ン
ド
交
通
利
用
登
録

　

票
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

　

窓
口
に
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

  【
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
場
合
】

　

生
活
環
境
課
、
黒
羽
支
所
総
合
窓
口
課

　

い
ず
れ
か
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

  【
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
】

　

次
の
宛
先
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
お
送

　

り
く
だ
さ
い
。

　

〒
３
２
４‐

８
６
４
１

　

大
田
原
市
本
町
１‐

４‐

１

　

大
田
原
市
生
活
環
境
課
交
通
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
２
３

※

登
録
票
は
１
月
11
日
付
で
自
治
会
を
通

　

し
て
配
布
し
ま
し
た
が
、
手
元
に
登
録

　

票
が
な
い
方
は
、
生
活
環
境
課
ま
た
は

　

黒
羽
支
所
総
合
窓
口
課
で
お
渡
し
い
た

　

し
ま
す
。
郵
送
も
で
き
ま
す
の
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
登
録
票
を
も

と
に
専
用
の
バ
ス
停（
乗
降
所
）の
設
置
場

所
の
確
認
と
表
示
板
の
設
置
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
バ
ス
停（
乗
降
所
）は
、「
ご
自

宅
近
く
の
ゴ
ミ
集
積
所
」、「
既
存
の
市
営

バ
ス
停
」な
ど
に
な
り
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
ご
自
宅
近

く
の
バ
ス
停（
乗
降
所
）の
位
置
図
を
郵
送

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

生
活
環
境
課
交
通
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
８
３
２

　

住
宅
除
染
の
受
付
を
６
月
28
日（
金
）ま

で
延
長
し
ま
す
。
除
染
対
象
と
な
る
住
宅

を
お
持
ち
の
方
は
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
除
染
対
象
の
住
宅

 

・
除
染
対
象
区
域
内
の
住
宅

 

・
除
染
対
象
区
域
外
で
中
学
生
以
下
の
子

　

ど
も
が
居
住
し
て
い
る
住
宅

●
申
込
要
件

 

・
戸
建
て
住
宅　

住
宅
の
所
有
者
、
所
有

　

者
の
同
意
を
得
た
居
住
者

 

・
集
合
住
宅　
　

所
有
者
、
管
理
組
合
、

　

所
有
者
の
同
意
を
得
た
管
理
会
社

●
受
付
期
限　

６
月
28
日（
金
）

●
申
込
方
法　
「
住
宅
の
空
間
線
量
率
測
定
・

除
染
申
込
書
兼
同
意
書
」に
必
要
事
項

を
記
入
・
押
印
の
上
、
危
機
管
理
課
へ

郵
送
で
申
し
込
み
。

※「
住
宅
の
空
間
線
量
率
測
定
・
除
染
申

込
書
兼
同
意
書
」は
、
危
機
管
理
課
、

各
支
所
・
出
張
所
お
よ
び
各
地
区
公
民

館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報

お
お
た
わ
ら
12
月
15
日
号
と
一
緒
に
配

布
し
た「
住
宅
除
染
の
お
知
ら
せ
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
除
染
受
付
事
務
所

　
　
　
（
０
１
２
０
）０
２
７
５
６
１

※
受
付
事
務
に
関
し
て
は「
い
で
あ（
株
）」

　

に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
住
宅
の
空
間
線
量
率
の
測
定
を

業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
事
前
に
連

絡
す
る
こ
と
な
く
市
の
指
示
で
業
者
が
自

宅
へ
伺
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
市
で
行
う
空
間
線
量
率
の
測
定

は
す
べ
て
無
料
の
た
め
、
費
用
を
請
求
す

る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
個
人
で
事
前
に
除
染
作
業
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
市
が
後
日
費
用
を
負

担
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
２
階

　

危
機
管
理
課
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）５
７
２
２

Ｑ.10

住
宅
除
染
の
受
付
延
長
の
お
知

ら
せ

現
在
、
事
前
登
録
受
付
中
!!

デ
マ
ン
ド
交
通
バ
ス
停（
乗
降
所
）

除
染
を
か
た
る
詐
欺
に
注
意
！

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
お
お
た
わ
ら
２
月
15
日
号
９
ペ
ー

ジ「
選
挙
人
名
簿
閲
覧
状
況
の
公
表
」の
表

中「
閲
覧
申
出
者
の
氏
名
」（
番
号
２
）に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は「
時
事
通
信
社
代
表
取
締
役

社
長　

西
澤
豊
」で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
（
９
８
）３
７
６
７
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２
月
４
日
、
大
田
原
市
ふ
れ
あ
い
の
丘

シ
ャ
ト
ー･

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
に
お
い
て「
西

部
地
区
あ
っ
た
か
思
い
や
り
の
会
」発
足

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
部
地
区
９
自
治
会
の
代
表
者
や
事
業

所
な
ど
か
ら
約
１
２
０
名
が
参
加
し
、
西

原
小
の
児
童
か
ら
募
集
し
た「
助
け
合
う

心
が
通
う
ま
ち
づ
く
り
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
も
と
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
な
ど
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
日
常
生
活
を
通

し
た
さ
り
げ
な
い
見
守
り
活
動
を
実
践
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
５
カ
所
目
の
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
が
発
足
し
ま
し
た
。本
市
で
は

今
後
市
内
全
地
域
に
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
組
織
を
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　　

１
階

　

高
齢
者
幸
福
課
基
幹
型
支
援
セ
ン
タ
ー
係

　
　
（
２
３
）８
７
５
７

　

大
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
（
２
３
）１
１
３
０

　地上デジタル放送の難視聴解消を目的として、３月下旬に那須高原テレビ中継局（八溝山）が開局しま
す。受信できるエリアのめやすは地図のとおりですが、エリア内であっても、地形や樹木などによって
電波がさえぎられる場合や電波の伝搬状況などにより視聴できないことがあります。
　現在「地デジ難視対策衛星放送」で地デジ番組を視聴しているお宅で、新しい中継局からの電波を受信
できるお宅には、地域の電波状況を確認したあと、地デジ難視対策衛星放送受付センターから、個別に
お知らせが送付
されます。
　なお、地デジ
を受信するため
にはＵＨＦアン
テナ（水平偏波）
とテレビ受信機
器が必要です。
アンテナ工事や
テレビ受信機器
のチャンネル設
定など、詳しく
は電器店にご相
談ください。

関東広域地上デジタル放送推進協議会からのお知らせ

那須高原テレビ中継局から放送開始

●チャンネル名とリモコンのボタン番号
■問い合わせ
総務省地デジコールセンター

総務省 関東総合通信局放送部

日本放送協会（NHK）

㈱とちぎテレビ

日本テレビ放送網㈱

㈱テレビ朝日

㈱TBSテレビ

㈱テレビ東京

㈱フジテレビジョン

0570（07）0101

03（6238）1944

0570（00）3434

028（623）0031

03（6215）4444

03（6406）5555

03（3746）6666

03（5470）7777

03（5500）2005

NHK総合

NHK教育

とちぎテレビ

日本テレビ
　
テレビ朝日

TBSテレビ

テレビ東京

フジテレビ

１

２

３

４

５

６

７

８

44

38

41

48

51

49

52

50

リモコンの
ボタン番号

那須高原局の
チャンネルチャンネル名

　

高
齢
者
見
守
り
組
織『
西
部
地
区

あ
っ
た
か
思
い
や
り
の
会
』発
足

あいさつをする鈴木多喜会長あいさつをする鈴木多喜会長

MAPDATA：AlpsMAP（Ｃ）MapionMAPDATA：AlpsMAP（Ｃ）Mapion

●

那須高原テレビ中継局

那須高原テレビ中継局が受信できるエリアのめやす
※グレーの部分



　

開
催
３
日
前
か
ら
終
了
後
２
週
間
ま
で

●
貸
出
料
金　

無
料

●
申
込
方
法　

貸
出
日
の
７
日
前
ま
で
に 

「
与
一
く
ん
は
っ
ぴ
借
用
申
請
書
」を
商

工
観
光
課
観
光
交
流
係
ま
で
提
出

●
そ
の
他　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
返
却

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

２
階

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

　

近
年
の
都
市
化
や
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
に
伴
い
、
雨
水
事
業
計
画
を
見
直
し

ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
素
案
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

●
変
更
の
概
要

　

大
田
原
市
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に

　

伴
う
、
中
央
排
水
区
の
雨
水
管
新
設
お

　

よ
び
寺
町
・
元
町
・
深
川
排
水
区（
旧

　

都
市
下
水
路
）の
区
域
界
変
更
。　

●
縦
覧
期
間

　

３
月
８
日（
金
）〜
22
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

●
縦
覧
場
所　

下
水
道
課（
大
田
原
市
職

　

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
内
）　

■
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課
工
務
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
２

8

総合・お知らせ
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「
与
一
く
ん
」は
っ
ぴ
を

貸
し
出
し
ま
す

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会
開
催

　

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
”与

一
く
ん  

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
は
っ
ぴ
を
製

作
し
ま
し
た
。
市
内
外
で
開
催
さ
れ
る
各

種
の
イ
ベ
ン
ト（
与
一
ま
つ
り
、
産
業
文

化
祭
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
他
県
に
お
け
る

市
特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
）で
は
っ
ぴ
を
着

用
し
、
”大
田
原
市  

と
”与
一
く
ん  

を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
与
一

く
ん
」は
っ
ぴ
を
着
用
し
て
、
”与
一
く
ん

人
気
を
全
国
区
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

●
は
っ
ぴ
の
仕
様

○
サ
イ
ズ
…
大
人
用
Ｍ
サ
イ
ズ
40
枚

　

Ｌ
サ
イ
ズ
40
枚　

Ｌ
Ｌ
サ
イ
ズ
17
枚

○
色
・
デ
ザ
イ
ン
…
薄
青
色
、
背
中
に
与

　

一
く
ん
の
イ
ラ
ス
ト
、
襟
に「
与
一
の

　

里
お
お
た
わ
ら
」の
文
字
入
り

●
貸
出
申
請
の
で
き
る
方

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
方
お
よ
び
市
内
に

　

事
業
所
を
有
す
る
法
人
な
ど　

●
貸
出
期
間　

原
則
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
の

●
日
　
時　

３
月
10
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
所　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

研
修
室
１

●
相
談
内
容

 

・
遺
言
、
相
続
の
手
続
き

 

・
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

 

・
内
容
証
明
の
作
成　

 

・
法
人
設
立

 

・
建
設
業
な
ど
の
許
可
申
請

 

・
自
動
車
の
登
録

 

・
暮
ら
し
と
役
所
の
諸
手
続
き　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
行
政
書
士
会
那
須
支
部

　

行
政
書
士　

厚
木  

壽
夫

　
　
　

０
９
０‐

４
３
６
０‐

０
８
４
０

大
田
原
公
共
下
水
道
の
雨
水

事
業
計
画
変
更（
案
）が
ご
覧

に
な
れ
ま
す

●注意事項

◆ゆずってほしい

◆ゆずりたい ※有料希望は受け付けません

不用品登録状況（２月18日）

【お母さん・お子さん向け】
スキーウェア、学習机、ベビーバス、
ベビーベッド、バスケットボール
チャイルドシート（3歳以上用）
【家具・インテリア・電化製品・楽器】
スピーカー２台、エレクトーン
アップライトピアノ
【その他】
ケース入り人形

【お母さん・お子さん向け】
子ども用ブランコ、ベビーカー
子ども用スーツ（七五三・入学式用・男
児120cm）、野崎幼稚園園児服（女児）
子ども用補助輪付自転車（男子用·女
子用）
【家具・インテリア・電化製品・楽器】
ミシン、足踏みミシン、サイドボード
ピアノ、マットレス
【その他】
人台、かなめ焼、七輪、自転車
フラダンス用洋服（13号）、車椅子
ベンチコート

くらし情報館情報くらし情報館情報

■登録先・問い合わせ
   くらし情報館　　（４７）７３７９
　　管理者　大田原市くらしの会
　　場　所　中央１-２-１４
　　　　　　あらまち蔵屋敷内
   開館日時
   ３月４日（月）、７日（木）、10日（日）
　　   13日（水）、16日（土）、21日（木）
　　   23日（土）、27日（水）
　　いずれも午前10時から午後３時

○登録情報が一致した場合は、ゆ
ずりたい方の電話番号のみをゆ
ずってほしい方にお教えします
ので、その後は当人同士で交渉
を行ってください。
○交渉の成立、不成立にかかわら
ず、結果を報告してください。
その報告をもって交渉成立の場
合は登録内容を抹消します。
○「無償」としますので金品の要求な
どはしないでください。万が一、金
銭トラブルなどが起きた場合で
も、取引に関し責任は負いません。
○対象は市内在住の個人とします
ので事業者や法人の利用は固く
お断りします。
○登録内容の有効期限は登録した
翌月から３カ月とし、引き続き
登録をしたい場合はその旨ご連
絡ください。



○
特
別
な
物
や
貴
重
な
品
物
の
取
り
扱
い

　
は
事
前
に
相
談
す
る

　

業
者
が
確
認
し
て
い
な
い
も
の
に
対
し

　

て
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
か
ら
で
は

　

認
め
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

な
る
べ
く
見
積
り
時
に
業
者
と
相
談
し
、

　

保
険
を
か
け
る
な
ど
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
パ
ソ
コ
ン
や
ピ
ア
ノ
な
ど
壊
れ
や

　

す
い
も
の
は
事
前
に
相
談
し
、
破
損
や

　

紛
失
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
の
補
償
に
つ

　

い
て
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
作
業
終
了
後
の
点
検
は
早
め
に
行
う

　

作
業
中
に
家
具
や
床
・
壁
な
ど
を
傷
つ

　

け
ら
れ
た
、
荷
物
が
壊
れ
た
り
紛
失
し

　

た
と
い
う
相
談
も
多
く
あ
り
ま
す
。
業

　

者
は
注
意
を
怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
証

　

明
で
き
な
け
れ
ば
、
損
害
賠
償
の
責
任

　

を
負
い
ま
す
。
傷
な
ど
に
気
付
い
た
ら
、

　

そ
の
場
で
作
業
責
任
者
に
申
し
出
ま
し

　

ょ
う
。
破
損
や
紛
失
は
荷
物
の
引
き
渡

　

し
日
か
ら
3
カ
月
以
内
に
通
知
し
な
い

　

と
、
業
者
の
責
任
は
消
滅
す
る
こ
と
に

　

な
る
の
で
、
作
業
終
了
後
は
早
め
に
点

　

検
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
時
、
迷
っ
た
時
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
引
っ
越
し

に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
標
準
引
越
運

送
約
款
な
ど
の
資
料
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
２
３
）６
２
３
６
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お知らせ

　
　
　

春
に
引
っ
越
し
を
し
よ
う
と

計
画
し
て
い
ま
す
。
引
越
し
の
注

意
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

　

例
年
3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
は
引
っ

越
し
の
ピ
ー
ク
期
間
と
な
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も

増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に

引
っ
越
し
は
初
め
て
と
い
う
人
も
多
く
、

不
慣
れ
な
分
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
が
ち
で

す
。
新
生
活
を
快
適
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る

よ
う
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
必
ず
見
積
書
を
も
ら
い
内
容
を
確
認
す
る

　

金
額
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
比
較
す
る
た

　

め
に
も
何
社
か
見
積
り
を
取
っ
て
み
る

　

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

標
準
引
越
運
送
約
款
で
は
請
求
書
の
額

　

は
見
積
り
額
を
上
回
ら
な
い
こ
と
が
原

　

則
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
見
積
書

　

と
引
越
約
款
を
受
け
取
っ
た
ら
内
容
を

　

確
認
し
、
少
し
で
も
疑
問
が
あ
れ
ば
す

　

ぐ
に
質
問
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電

　

話
で
見
積
り
を
取
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

　

い
ま
す
。
便
利
な
反
面
、
業
者
か
ら
の

　

質
問
な
ど
に
十
分
な
説
明
が
で
き
な
い

　

た
め
に
、
業
者
と
の
間
で
荷
物
の
量
や

　

大
き
さ
、
作
業
内
容
な
ど
で
食
い
違
い

　

が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必

　

要
で
す
。
基
本
的
事
項
の
搬
出
や
荷
受

　

の
日
時
な
ど
の
確
認
も
し
て
お
き
ま
し

　

ょ
う
。

●
お
た
っ
し
ゃ
ク
ラ
ブ

　

体
を
動
か
し
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

・
日
時　

３
月
26
日（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
場
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

・
内
容　

与
一
い
き
い
き
体
操
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

高
齢
者
幸
福
課
介
護
予
防
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
１
７

●
た
め
し
て
運
動
塾

・
日
時　

３
月
21
日（
木
）

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

・
場
所　

ピ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

・
内
容　

太
極
拳（
講
師
の
運
動
指
導
）

※
な
る
べ
く
底
の
平
ら
な
靴
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。タ
オ
ル
、水
分
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

●
す
く
す
く
教
室

　

10
カ
月
〜
11
カ
月
の
お
子
さ
ん
を
対
象
と

し
た
、心
と
言
葉
を
育
む
準
備
の
教
室
で
す
。

・
日
時　

３
月
15
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
場
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

・
内
容　

講
話
、
集
団
指
導（
親
子
の
ス

　

キ
ン
シ
ッ
プ
）

・
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

子
ど
も
幸
福
課
母
子
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）８
６
３
４

保
健
セ
ン
タ
ー
教
室
・
相
談

引
っ
越
し
時
の
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う

Q
．

ア
ド
バ
イ
ス

＜３月１日（金）～３月31日（日）＞

■問い合わせ　　  １階
　子ども幸福課子育て支援係
　　　　（２３）８９３２

●生後４カ月すぎの赤ちゃんから就学前までのお子さんと保護者の親子交流の場です。

子育てサロン　★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場　★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター　★開設時間　9:00～12:00、13:00～16:00

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、お子さん 
　　　　から目を離さないようお願いします。

木曜日

火･木･金・3/9

火曜日子育てサロン かねだ
（金田北地区公民館)
子育てサロン のざき
（うすばアットホーム)

月･水･金・3/16

つどいの広場 県北体育館
（県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
（旧さくやま保育園)

月・水曜日子育てサロン かわにし
（川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園内）

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館内）

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園内）

くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園内）

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日
月～金曜日

休館日：3/20

休館日：3/20・29

休館日：3/28・29

休館日：3/28

休館日：
3/29午後のみ
休館日：
3/21午前のみ
3/29午後のみ
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●健康おおたわら塾  栄養・食事編●●健康おおたわら塾  栄養・食事編●
「高血圧予防のお役に立ちます。

おすすめレシピ」

■相談･問い合わせ　　１階
　健康政策課成人健康係
　　 　（２３）７６０１

　健康おおたわら塾の栄養・食生活編として「高血圧予防」をテーマに、５回にわたるシリーズで
掲載してきましたが、今回の３月１日号で最終回となりました。まずは、前回までの内容を振り
返ってみましょう。
　これまでの高血圧予防シリーズでは「１．高血圧と食事（塩分摂取）の結びつきから高血圧を解説」、
「２．減塩の工夫〝チエ・ワザ・コツ〞を紹介」、「３．調味料や食品の塩分量を提示」、「４．味覚のしくみを
解説」と、食品の塩分量と日常生活での塩分摂取量や減塩のテクニックをご紹介してきました。
　今回はこれまでの集大成として「５．実践につながる献立」をご紹介します。

栄養価：エネルギー 620Kcal、たんぱく質32ｇ、脂質16ｇ、塩分2.5ｇ、食事の三大栄養素（た
んぱく質・脂質・炭水化物）の割合もバランス良く作りました。（分量は成人1人当た
りの目安量です。家族構成に合わせて主食量で調整してください。）

①豚肉と野菜を一緒にゆでておきます。
②にんにく・しょうが・ねぎをみじん切りにし、だし割りしょうゆと唐辛子を混ぜ合せ、薬
味だれAを作ります。
　（にんにく・しょうがはチューブのおろしタイプの利用でもＯＫ）
③ゆでた①を皿に盛り合わせ、小皿に分けた薬味だれAに付けて食べます。

高血圧予防の食事には、減塩に加えて血管を丈夫にする
たんぱく質が多い肉や魚、体内からナトリウムを排出す
る食物繊維やカリウムの多い野菜なども欠かせません。
つまり、毎食ごとに主食・主菜・副菜を組み合わせたバラ
ンスの良い食事が大切になります。

○だし割りしょうゆの作り方
水100㏄に対し、かつお節３ｇと昆布３㎝角
を使ってだしを取り、冷まします。だし汁と
しょうゆを３：１の割合で混ぜて完成。
（冷蔵庫で3～４日保存可能です）
○昆布酢の作り方
酢１カップ、みりん¼カップ、塩小さじ２、
昆布10㎝角を混ぜ合せて冷蔵庫で保存。

しゃぶしゃぶ用の豚肉　　８０ｇ
もやし　　　　　　　　　２０ｇ
えのき茸　　　　　　　　２０ｇ
だし割りしょうゆ　　　　２０㏄
にんにく・しょうが　　　各１ｇ
ねぎ　　　　　　　　　　　５ｇ
唐辛子

【食事のそろえ方】

【おすすめレシピ】

副菜 主菜

汁物主食

主食 ご飯

ゆで豚肉の薬味だれ

薬味だれ
A

主菜

 

どうしても「調味料をかけたい」人へ
〝お助け調味料〞

≪作り方≫

香味野菜（しょうが・にんにく・ねぎ）や香辛料（唐辛子）を利用することで、薄味でも満足感
が得られます。また、だし割りしょうゆや割り酢の利用も減塩の工夫になります。一緒にゆ
でる野菜は旬の野菜にアレンジ可能です。

≪ここがポイント≫

※汁物は、毎食の献立に入れなくてもよいです。

塩分 0.8ｇ



お知らせ

平成25年３月１日号11

副菜
ほうれん草やこまつ菜
など季節の青菜　

にんじん　　　　　　   １０ｇ
すりごま　　　５ｇ（大さじ ½）
砂糖　　　　　５ｇ（大さじ ½）
しょうゆ　　   ５ｇ（小さじ１）

青菜のごまあえ

具たくさんみそ汁 ～豆乳仕立て～

ごまペーストやパンにぬるピーナツクリー
ム（ホイップタイプ）を利用すると、砂糖も
しょうゆもいらずにあえることができます。

簡単おすすめ〝お助け調理方法〞
ごまのアレンジ！

このみそ汁の塩分はおおよそ１ｇです。
○ここで味チェック！

ご使用のみそ汁椀の大きさを見てくだ
さい。基本サイズは直径12㎝です。ひ
とまわり小さいサイズ10㎝のお椀を選
ぶと、汁の量を減らすことで塩分も減
らすことができます。ついでにご飯茶
わんも小さくしてダイエット効果も！

○さらに器チェック！

５０ｇ

汁物

　以上、５回にわたりお届けしました【高血圧予防】シリーズ、いかがでしたか？
「今日、食べたものから私たちの身体が作られている」これを意識して毎日の食事に気を配っ
ていただきたい。これが真のメッセージです。
〝食べる〞ことは日常のことです。高血圧に関する知識を得て、日頃の塩分摂取量を自覚し、
高血圧予防の食事ポイントや調理の工夫を知って、生活の中で実践する。実践を重ねて自分
に見合った自分らしい取組方法でステップアップし、それが習慣になれば改善が期待できる
と思います。　　　　　　　

だいこん　　　　　　　４０ｇ
にんじん　　　　　　　２０ｇ
ねぎ　　　　　　　　　１０ｇ
油揚げ　　　　　　　　　５ｇ
切昆布　　　　　　　　　１ｇ
干ししいたけ　　　　　　１ｇ
みそ　　　　　８ｇ（大さじ½）
豆乳　　　　　　　　１００㏄

①切昆布・干ししいたけはみそ汁の具となるサイズに切り、１人当たり水１００㏄を鍋に入
　れてだしを取っておきます。（みそ汁の具と汁として、このまま使います。）
②だいこん・にんじん・ねぎ・油抜きした油揚げは、食べやすいサイズに切ります。
③鍋①に②を入れて軟らかくなるまで煮てから、みそを溶き加えます。
④豆乳を加えて、ひと煮立ちさせて仕上げます。

≪作り方≫

だしと野菜の旨味で、少ないみその量でも風味あるみそ汁に仕上がります。また、豆乳や牛
乳を利用することでコクが生まれ、薄味でも満足感が得られます。

≪ここがポイント≫

種実類（ごま・ピーナツ・くるみ）の濃厚な旨味は薄味でも満足感が得られます。また、油分
によるコーティングで塩分の拡散を防ぎ塩味を感じることができます。

≪ここがポイント≫

塩分 0.7ｇ

塩分１ｇ

未来の自分のために健康づくりを楽しみましょう。

健康は自分に贈ることのできる最高のプレゼント
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●
日
　
時　

３
月
30
日（
土
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
　
所　

国
際
医
療
福
祉
大
学

　

Ｅ
棟
２
０
１
講
義
室

●
テ
ー
マ
　「
今
よ
り
も
っ
と
い
い
生
き

　

方
を
す
る
た
め
に
」

●
内
　
容　

地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

福
祉
関
係
者
お
よ
び
障
害
者
本
人
が
、

「
自
分
や
家
族
が
、
将
来
ど
の
よ
う
な
生

活
を
し
て
い
き
た
い
か
」に
つ
い
て
、
座

談
会
形
式
で
意
見
を
出
し
合
い
ま
す
。

●
申
込
期
限　

３
月
21
日（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

い
き
い
き
ら
い
ふ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　

事
務
局
長　

大
武  

ゆ
き
え

　
　
　

０
９
０（
９
３
９
５
）２
５
４
０

●
日
　
時　

３
月
22
日（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
所

　

大
田
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

●
内
　
容

①
交
流
会（
午
前
11
時
〜
正
午
）

　

介
護
者
同
士
語
り
合
い
ま
し
ょ
う

②
研
修
会（
午
後
１
時
30
分
〜
）

  「
認
知
症
の
方
が
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く

　

た
め
に
」

　

認
知
症
の
基
礎
知
識
、
介
護
・
生
活
上

　

の
ア
ド
バ
イ
ス
、
介
護
し
て
い
る
方
へ

　

の
ア
ド
バ
イ
ス

●
講
　
師
　
室
井
病
院

　

副
院
長　

室
井  

秀
太  

先
生

●
定
　
員　

30
名

●
参
加
費　

昼
食
代（
７
０
０
円
程
度
）

●
申
込
方
法　

３
月
４
日（
月
）〜
15
日（
金
）

に
左
記
ま
で
申
し
込
み
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

高
齢
者
幸
福
課
基
幹
型
支
援
セ
ン
タ
ー
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
５
７

　

事
務
の
効
率
改
善
な
ど
を
図
る
た
め
、

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
介
護
保
険
事
業
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
統
合
し
ま
す
。

　

現
在
、
本
所
と
黒
羽
支
所
で
介
護
保
険

事
業（
居
宅
介
護
支
援
・
訪
問
介
護
）、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス（
居
宅
介
護
・
同
行
援

護
・
移
動
支
援
）、
湯
津
上
支
所
で
介
護
保

険
事
業（
居
宅
介
護
支
援
）を
提
供
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
黒
羽
支
所
に
場
所
を
移

し
、
介
護
保
険
事
業
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

対
象
地
域
は
、
今
後
も
市
内
全
域
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
業
務
統
合
は
介
護
な
ど
の
事
業

の
み
で
、
他
の
事
業
は
本
所
・
支
所
で
継

続
し
て
行
い
、
介
護
な
ど
の
相
談
も
そ
れ

ぞ
れ
の
窓
口
で
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

●
新
事
業
所
名
称
・
所
在
地
・
連
絡
先

　

大
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
黒
羽
田
町
８
４
８
）

　
　
　
（
５
４
）１
８
４
９

　
　
　
（
５
４
）２
７
４
５

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
（
２
３
）１
１
３
０

　
　
　

　

大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
を

対
象
に
行
わ
れ
る
平
成
25
年
度
人
間
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
に
つ
い
て
、
検
診
機

関
で
仮
予
約
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
費
用
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
次

回
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
対
　
象

 

・ 

受
診
日
に
大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
の

　

被
保
険
者
で
あ
る
方

 

・ 

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

 

・ 

他
の
健
診（
市
の
集
団
健
診
な
ど
）の
特

　

定
健
診
に
申
し
込
ん
で
い
な
い
方

●
仮
予
約
受
付
開
始
日　

3
月
1
日（
金
）

●
仮
予
約
方
法　

希
望
す
る
検
診
機
関
に

　

直
接
電
話
ま
た
は
来
院
し
て
く
だ
さ
い
。

●
検
診
機
関
電
話
番
号

●
仮
予
約
後
の
手
続
き　

国
保
年
金
課
、湯

津
上
支
所
、
黒
羽
支
所
の
各
窓
口
で
４

月
以
降
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
仮
予
約
は
日
程
の
み
を
決
定
す
る
も
の

　

で
仮
予
約
だ
け
で
は
手
続
き
は
完
了
し

　

ま
せ
ん
。
必
ず
４
月
以
降
に
保
険
証
と

　

印
鑑
を
持
参
し
、
市
窓
口
で
直
接
申
し

　

込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
以
降
は
市
窓
口
で
予
約
と

　

申
し
込
み
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

※
４
月
上
旬
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
中

　

旬
以
降
に
お
越
し
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協

　

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

国
保
年
金
課
医
療
助
成
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
９
２

　

郵
送
に
よ
る
申
請
・
届
出
手
続
き
が
増

加
し
、
出
張
窓
口
に
来
訪
さ
れ
る
方
が
減

少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
平
成
25
年
３
月
１

日
か
ら
、
宇
都
宮
西
・
宇
都
宮
東
年
金
事

務
所
内
協
会
け
ん
ぽ
窓
口
を
閉
鎖
し
、
栃

木
支
部
窓
口
と
統
合
、
大
田
原
・
今
市
の

各
年
金
事
務
所
内
協
会
け
ん
ぽ
窓
口
を
、

隔
日
の
開
設（
大
田
原（
月
・
水
・
金
）、

今
市（
火
・
木
））に
縮
小
し
ま
す
。
栃
木

事
務
所
内
協
会
け
ん
ぽ
窓
口
は
引
き
続
き

従
来
ど
お
り
開
設
し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

全
国
健
康
保
険
協
会
栃
木
県
支
部（
協
会

　

け
ん
ぽ
）

　
　
　

０
２
８（
６
１
６
）１
６
９
１

「
第
１
回
い
き
い
き
ら
い
ふ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
障
害
福
祉
座
談

会
）を
開
催
し
ま
す

介
護
者
交
流
会
・
研
修
会

大
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

介
護
事
業
所
統
合
の
お
知
ら
せ

検
診
機
関
で
国
保
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
検
診
の
仮
予
約
を
開
始

那須
赤十字病院

那須中央病院

国際医療福祉
大学病院
那須脳神経
外科病院
済生会
宇都宮病院
国際医療福祉
大学塩谷病院
栃木県保健
衛生事業団

（23）1122（代表）

（29）2525

（38）2751

0287（62）5500

028（626）5565

0287（44）1322

028（623）8282

年
金
事
務
所
内「
協
会
け
ん
ぽ

出
張
窓
口
」の
統
合
・
縮
小
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●
日
　
時

　

４
月
18
日
･
25
日

　

５
月
２
日
･
９
日
･
16
日
･
23
日
･
30
日

　

６
月
６
日
･
13
日
･
20
日（
全
10
回
）

　

毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
　
所

　

琵
琶
池
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

●
対
象
・
定
員

　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
男
女
30
名
。

※
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
講
　
師

　

小
川　

清
二  

先
生
、
小
川　

賢
一  

先
生
、

　

三
浦　

孝
之  

先
生

●
受
講
料　

1
万
７
０
０
０
円

※
ラ
ウ
ン
ド
レ
ッ
ス
ン
料
、
保
険
料
含
む

●
申
込
方
法

 

・
３
月
11
日（
月
）午
前
９
時
か
ら
県
北
体

　

育
館
研
修
室
で
受
け
付
け
。

 

・
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

 

・
代
理
者
が
申
し
込
む
場
合
、
代
理
者
１

　

名
に
つ
き
１
名
分
の
申
し
込
み
が
可
能

　

で
す
。
受
付
に
来
た
申
請
者
が
、
自
分

　

と
他
者
の
分
を
同
時
に
申
し
込
む
こ
と

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

 

・
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
不
可
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　

栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
大
田
原
市

サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
普
及

に
努
め
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
豊
か
な
ス

ポ
ー
ツ
文
化
を
創
造
し
、
子
供
た
ち
の
健

全
な
心
身
の
発
展
と
社
会
の
発
展
に
貢
献

す
る
た
め
に
、｢大
田
原
ス
ク
ー
ル
｣受
講

生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
実
施
期
間　

４
月
〜
平
成
26
年
３
月　

　

毎
週
水
曜
日（
年
間
35
回
程
度
）

●
実
施
場
所

　

大
田
原
体
育
館（
本
町
１
丁
目
）

●
募
集
概
要　

左
表
の
と
お
り

●
指
導
者　

栃
木
Ｓ
Ｃ
ア
カ
デ
ミ
ー
グ
ル

　

ー
プ
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

●
受
講
料　

年
会
費
５
０
０
０
円

　
（
キ
ッ
ズ
は
年
会
費
無
料
）

　

月
会
費
４
０
０
０
円

●
そ
の
他　

栃
木
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
エ

　

ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
体
験（
低
学
年
以
下
）

　

な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

栃
木
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載
ま
た
は
県
北
体
育
館
に
設
置
し

　

て
あ
る
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入

　

し
て
栃
木
Ｓ
Ｃ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
ま

　

で
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み
。

●
申
込
期
間　

３
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
先
着

　

順
で
受
け
付
け
。
募
集
開
始
日
は
栃
木

　

Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

　

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

㈱
栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　

栃
木
Ｓ
Ｃ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
係

　

〒
３
２
０
‐
０
０
２
４　

　

栃
木
県
宇
都
宮
市
栄
町
１
‐
15

　

栃
木
県
開
発
セ
ン
タ
ー
４
階

　
　
　

０
２
８（
６
５
０
）５
５
４
０

　
　
　

０
２
８（
６
０
０
）５
５
５
９

　
　
　

http://w
w
w
.tochigisc.jp/

《
問
い
合
わ
せ
の
み
》

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係　

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　

大
田
原
市
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

ゴ
ル
フ
客
誘
客
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目

的
と
し
て
、
企
業
対
抗
に
よ
る
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
コ
ー
ス

　

那
須
黒
羽
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

●
開
催
期
日　

4
月
7
日（
日
）

●
参
加
資
格

　

市
内
企
業
お
よ
び
そ
の
市
外
関
連
企
業

※

競
技
参
加
者
が
無
資
格
と
判
明
し
た
場

　

合
は
失
格
と
し
ま
す
。

●
競
技
方
法

　

原
則
1
チ
ー
ム
４
名
と
し
、
団
体
チ
ー

　

ム
上
位
３
名
の
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
合
計
で

　

順
位
決
定
。
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

　

レ
ー
、
オ
ー
ル
６
イ
ン
チ
の
ロ
ー
カ
ル

　

ル
ー
ル
採
用
。

※

1
企
業
複
数
チ
ー
ム
参
加
可

●
部
　
門

　

団
体
の
部（
ペ
リ
ア
）

　

個
人
の
部（
新
ペ
リ
ア
）

●
参
加
料　

1
人
１
０
０
０
円
と
し
、
当

　

日
プ
レ
ー
費
と
併
せ
て
支
払
い
。

●
プ
レ
ー
費

　

７
０
０
０
円（
セ
ル
フ
プ
レ
ー
、
昼
食

　

付
、
諸
経
費
込
み
）

●
使
用
テ
ィ
ー

　

男
子
：
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、
女
子
：
レ
デ
ィ

　

ー
ス
、
70
歳
以
上
：
シ
ニ
ア

●
定
　
員　

１
２
０
名

※

定
員
に
な
り
次
第
締
切

●
表
　
彰　

競
技
終
了
後
に
同
ク
ラ
ブ
レ

　

ス
ト
ラ
ン
で
行
わ
れ
る
懇
親
パ
ー
テ
ィ

　

ー
の
席
上
で
表
彰
。

●
申
込
方
法

　

那
須
黒
羽
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
へ
３
月
25
日

　
（
月
）ま
で
に
直
接
申
し
込
み
。

　
　
　
（
５
４
）２
１
３
１

　
　
　
（
５
４
）２
１
３
３

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

2013

市
長
杯
争
奪
第
３
回

企
業
対
抗
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

栃
木
Ｓ
Ｃ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

「
大
田
原
ス
ク
ー
ル
」受
講
生
募
集

キッズ

ジュニアＣ

ジュニアＢ

ジュニアＡ

小学１･２年

小学３･４年

小学５･６年

20名

25名

20名

20名

午後３時
　～３時50分

午後４時
　～５時

午後５時10分
　～６時30分

午後５時10分
　～６時30分

クラスクラス
 対象

 （性別不問）
 対象

 （性別不問） 定  員 時　間時　間

４～６歳
（年中･年長）

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室

受
講
生
募
集
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お知らせ

平成25年３月１日号

  【
黒
羽
会
場
】

●
対
　
象　

小
学
１
〜
６
年
生

●
練
習
日
時

　

４
月
〜
平
成
26
年
３
月　

毎
週
火
曜
日

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

●
練
習
場
所　

両
郷
中
央
小
学
校　

校
庭

●
指
導
者　

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
ス
タ
ッ
フ

●
費
　
用　

年
会
費　

６
０
０
０
円

　
（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
代
含
む
）

●
申
込
方
法

　

左
記
ま
で
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
サ
ッ
カ
ー
協
会　

郡
司 

陸
成

　
　
　
（
５
４
）０
１
２
６

※
大
田
原
会
場
は
、
都
合
に
よ
り
平
成
25

　

年
度
は
休
講
し
ま
す
。
詳
細
は
市
サ
ッ

　

カ
ー
協
会 

森
泰
久　
（
２
３
）１
４
７
７

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
通
常
の
経
路

往
復
中
も
含
め
た
グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
傷

害
事
故
お
よ
び
賠
償
責
任
を
負
う
事
故
を

補
償
す
る
も
の
で
す
。

●
対
象
者　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
な
ど
を
行
う
５
名

　

以
上
の
グ
ル
ー
プ

●
保
険
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日

※

４
月
１
日
以
降
に
申
し
込
み
を
し
た
場

　

合
は
、
掛
金
振
込
日
ま
た
は
加
入
依
頼

　

書
の
封
筒
に
押
印
さ
れ
た
消
印
日
の
い

　

ず
れ
か
遅
い
日
の
翌
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ

　

ッ
ト
で
の
加
入
の
場
合
は
、
掛
金
の
振

　

込
日
の
翌
日
か
ら
有
効
に
な
り
ま
す
。

※

振
込
手
数
料
と
し
て
、
1
件
あ
た
り
１

　

０
５
円
か
か
り
ま
す
。

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
加
入
依
頼
書

　
設
置
場
所

 

・
県
北
体
育
館

 

・
黒
羽
体
育
館

 

・
足
利
銀
行
大
田
原
支
店
、
足
利
銀
行
大

　

田
原
南
出
張
所
、
足
利
銀
行
黒
羽
支
店

※

申
し
込
み
は
、
銀
行
お
よ
び
郵
便
局
の

　

み
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
加
入
受
付

  「
ス
ポ
安
ね
っ
と
」

　

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

http://w
w
w
.sportsanzen.org

■
問
い
合
わ
せ

　

㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
栃
木
県
支
部

　
　
　

０
２
８（
６
２
２
）７
８
７
８

　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

  【
フ
ラ
ダ
ン
ス
】

●
日
　
時

　

４
月
10
日
〜
６
月
12
日（
全
10
回
）

　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
　
所　

県
北
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

●
講
　
師　

佐
藤  

加
寿
音  

先
生

　
（
エ
レ
ガ
ン
ト
フ
ラ
所
属
）

●
受
講
料　

２
５
０
０
円

●
定
　
員　

40
名

  【
テ
ニ
ス
】

●
日
　
時

　

４
月
11
日
〜
６
月
13
日（
全
10
回
）

　

毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

※

雨
天
時
は
中
止
に
な
る
場
合
あ
り
。

●
場
　
所　

美
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
講
　
師

　

後
藤  

敏
雄  

先
生
、
吉
岡  

麻
子
先
生
、

　

海
野  

久
子  

先
生
、
飛
田  

和
代
先
生
、

　

我
妻  

章
子  

先
生　
　
　
　
　
（
予
定
）

●
受
講
料　

１
５
０
０
円

●
定
　
員　

60
名

  【
各
種
目
共
通
】

●
対
　
象　

市
内
在
住
の
女
性

●
申
込
方
法

　

３
月
18
日（
月
）午
前
９
時
か
ら
県
北
体

育
館
会
議
室
で
先
着
順
に
受
け
付
け
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

３
月
19
日（
火
）以
降
、定
員
に
余
裕
が
あ

る
場
合
に
限
り
28
日（
木
）ま
で
県
北
体
育

館
事
務
所
で
受
け
付
け
。受
け
付
け
は
平

日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。

※

代
理
者
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合
、
代

理
者
１
名
に
つ
き
１
名
分
の
申
し
込
み

が
可
能
。

　

受
け
付
け
に
来
た
方
が
、
自
分
と
他
者

の
分
を
同
時
に
申
し
込
む
こ
と
は
不
可
。

※

電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
不
可
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

●
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
と
は

　

通
常
の
卓
球
の
ボ
ー
ル
よ
り
大
き
い
ボ

　

ー
ル
を
使
用
し
、
卓
球
に
準
じ
た
ル
ー

　

ル
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ボ
ー
ル
が

　

大
き
く
空
気
抵
抗
を
受
け
や
す
い
の
で

　

ボ
ー
ル
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
、
初
心
者

　

で
も
簡
単
に
ラ
リ
ー
を
続
け
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

●
日
　
時

　

４
月
２
日（
火
）〜
12
月
19
日（
木
）

　

午
後
７
時
〜
９
時

　

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日

●
場
　
所　

若
草
中
学
校
体
育
館

●
募
集
人
数

　

40
歳
以
上
の
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

　

50
名（
男
女
不
問
）

●
費
　
用

　
年
間
４
０
０
０
円（
初
回
納
入
）

　

県
連
盟
に
登
録
す
る
方
は
、
別
に
登
録

　

料
が
必
要
で
す
。

●
申
込
方
法

　

県
北
体
育
館
に
あ
る
要
項
お
よ
び
申
込

　

書
で
申
し
込
み
。
黒
羽
地
区
の
方
は
市

　

卓
球
協
会
猪
股
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　

大
田
原
市
卓
球
協
会　

　
　

伏
見　
　
（
２
３
）２
４
３
８

　
　

菊
地　
　
（
２
３
）２
８
７
４

　
　

猪
股　
　
（
５
４
）３
９
６
２

平
成
25
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
加
入
の
案
内

大
田
原
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
練
習
生
募
集

春
の
女
性
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
募
集

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

受
講
生
募
集



お知らせ

平成25年３月１日号15

　

市
体
協
テ
ニ
ス
部
で
は
、
次
の
と
お
り

硬
式
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
対
　
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

●
開
催
期
間

 

・
小
学
生　

４
月
５
日
〜
６
月
28
日

　

毎
週
金
曜
日　

全
12
回

 

・
中
学
生
〜
成
人　

４
月
３
日
〜
６
月
19
日

　

毎
週
水
曜
日　

全
12
回

●
時
　
間

 

・
小
学
生　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

 

・
中
学
生
〜
成
人　

午
後
７
時
30
分
〜
９

　

時
30
分

●
会
　
場　

美
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
内
容
・
定
員

 

・
小
学
生　

45
人

　
（
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
〜
基
礎
テ
ニ
ス
）

　

中
学
生
〜
成
人　

30
人（
基
礎
テ
ニ
ス
）

●
参
加
費

 　

小
学
生　
　
　
　
　

４
０
０
０
円

　

中
学
生
・
高
校
生　

 

５
０
０
０
円

　

一
般　
　
　
　
　
　

 

６
０
０
０
円

　
（
初
日
の
開
講
式
の
際
に
納
入
）

●
申
込
方
法　

３
月
５
日（
火
）〜
25
日（
月
）

の
土
・
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
ま
で
、
県
北
体
育
館
の
窓

口
で
直
接
申
し
込
み（
電
話
不
可
）。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　

大
田
原
市
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部　

鈴
木

　
　
　

０
９
０（
４
９
１
６
）１
６
１
８

  

【陶
芸
講
座
】

○
定
員　

40
名　

○
曜
日　

月
曜
日

○
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

○
材
料
費　

年
間
お
よ
そ
６
０
０
０
円

  

【竹
工
芸
講
座
】

○
定
員　

20
名

○
曜
日　

水
曜
日（
第
２
水
曜
日
休
講
）

○
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

○
材
料
費　

１
作
品
お
よ
そ
６
０
０
０
円

　
（
２
カ
月
で
１
作
品
程
度
）

  

【レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
】

○
定
員　

25
名　

○
曜
日　

金
曜
日

○
時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

○
材
料
費　

年
間
お
よ
そ
９
０
０
０
円

　
（
初
め
て
の
方
は
道
具
代
約
２
万
円
）

  

【陶
芸
講
座
】

○
定
員　

20
名　

○
曜
日　

月
曜
日

○
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

○
材
料
費　

年
間
お
よ
そ
６
０
０
０
円

  

【陶
芸
講
座
】

○
定
員　

35
名　

○
曜
日　

火
曜
日

○
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

○
材
料
費　

年
間
お
よ
そ
６
０
０
０
円

  

《全
講
座
共
通
》

●
応
募
資
格

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
60
歳
以
上
の
方
、

　

ま
た
は
高
齢
者
福
祉
に
理
解
が
あ
り
１

　

年
間
を
通
じ
て
受
講
で
き
る
20
歳
以
上

　

の
方
。
受
講
料
は
無
料
。

●
申
込
期
間

　

３
月
７
日（
木
）〜
19
日（
火
）

●
申
込
方
法

　

応
募
期
間
内
に
、
高
齢
者
幸
福
課
・
湯

　

津
上
支
所
総
合
窓
口
課
・
黒
羽
支
所
総

　

合
窓
口
課
に
あ
る
申
込
書
で
申
し
込
み
。

※

電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
不
可
。

※

複
数
の
講
座
を
申
し
込
む
こ
と
も
で
き

　

ま
す
。
た
だ
し
、
陶
芸
講
座
の
重
複
受

　

講
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
受
講
者
の
決
定

　

申
込
者
多
数
の

　

場
合
は
、
抽
選

　

と
な
る
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

　

結
果
は
、
後
日

　

通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

高
齢
者
幸
福
課
高
齢
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
４
０

　

｢論
語
｣は
、
日
本
で
も
長
い
間
親
し
ま

れ
て
き
た
世
界
の
古
典
で
あ
り
、
人
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
教
え
の
宝
庫
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
論
語
の
教
え
を
基
に
｢志
｣を

高
め
、
人
と
し
て
の
品
格
と
誇
り
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
何
陋
塾（
論
語
素

読
講
座
）を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
履
修
期
間
・
日
時

　

平
成
25
年
４
月
〜
平
成
26
年
３
月

　

毎
月
第
３
土
曜
日（
年
12
回
）

 

・
親
子
の
部　

午
前
９
時
〜

 

・
一
般
の
部　

午
前
10
時
30
分
〜

　

各
１
時
間
程
度

※
施
設
の
都
合
に
よ
り
変
更
あ
り
。

●
開
催
場
所　

黒
羽
川
西
地
区
公
民
館

　
（
黒
羽
庁
舎
２
階
）

●
対
象
・
定
員　

 

・
親
子
の
部　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
親

　
（
原
則
保
護
者
の
送
り
迎
え
が
で
き
る
方
）

　

20
組
程
度

 

・
一
般
の
部　

市
内
在
住
在
勤
の
成
人
40
名

●
講
　
師

 

・
親
子
の
部　

塩
野  

操 

氏

　
　
　
　
　
　
（
元
黒
羽
芭
蕉
の
館
館
長
）

 

・
一
般
の
部　

小
沼  

隆 

氏

　
　
　
　
　
　
（
何
陋
塾
塾
長
）

●
受
講
料　

年
間
３
５
０
０
円（
資
料
代

　

５
０
０
円
を
含
む
）親
子
の
部
の
保
護

　

者
に
つ
い
て
は
資
料
代
の
み
。

●
募
集
期
間

　

３
月
１
日（
金
）〜
29
日（
金
）

※
募
集
期
間
以
降
も
随
時
入
塾
可
。

　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

平
成
25
年
度
何
陋
塾（
論
語
素

読
講
座
）親
子
の
部
・
一
般
の
部

受
講
生
募
集

大
田
原
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

平
成
25
年
度「
高
齢
者
生
き
が
い

づ
く
り
講
座
」受
講
生
募
集

工
房
わ
か
く
さ

佐
良
土
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー

シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ
清
流
荘
　
希
望
の
家
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お知らせ

職業訓練センター平成25年度受講生募集
●中小企業従業員および地域住民の方を対象にした講座

職業訓練センター平成25年度受講生募集職業訓練センター平成25年度受講生募集

×

★

市役所

文化会館

大田原体育館

紳士服店

大田原警察署

スーパー

結婚式場

大田原図書館
市役所

文化会館

大田原体育館

紳士服店

至 那須塩原市

至 神明町交差点

至 那須塩原市

至 神明町交差点

ガソリンスタンド

大田原地域職業
訓練センター

大田原警察署

スーパー

スーパー

結婚式場

大田原図書館

市
役
所
通
り
線

●申込方法　訓練センターに直接またはＦＡＸで申し込み
●受付期限　各講座開講日の２週間前まで
　　　　　　(定員になり次第締め切ります)
●受付時間　午前９時～午後５時(日・月曜日、祝日を除く)
　　　　　
■申し込み・問い合わせ
　大田原地域職業訓練センター　　(２３)４５００
　　　　　　　　　　　　　　　　(２０)２１２１

受  講  申  込  に  つ  い  て

エクセルゆっくりコース(土曜) 6,000円20名

ワードゆっくりコース(土曜) 6,000円20名

6,000円20名

6,000円20名

6,000円20名

6,000円20名

6,000円20名

6,000円20名

6,000円20名

6,000円20名

6,000円20名

6,000円20名

エクセルゆっくりコース(土曜) 6,000円20名

ワードゆっくりコース(土曜) 6,000円20名

エクセルゆっくりコース(平日夜) 6,000円20名

ワードゆっくりコース(平日夜) 6,000円20名

6,000円20名

6,000円20名

6,000円20名

6,000円20名

6,000円20名

6,000円20名

6,000円20名

9/14(土)、9/21(土) 9:30 ～15:30 エクセルの演習に時間をかけて確実にマスター

ワードの演習に時間をかけて確実にマスター9/28(土)、10/5(土)

講　座　名 定員受講料 日　　程 時　　間 講　座　内　容

ワードPOP2(土曜)

エクセル・ワード
顧客管理(土曜)

エクセル売上管理(土曜)

9:30 ～15:30

9:30 ～15:30

パ
　
　
ソ
　
　
コ
　
　
ン
　
　
講
　
　
座

6/8(土)、6/15(土)

8/1～13(火･木/４回)

見積書から領収書まで自動作成（入力ミスや重複
入力を避けることができる）
エクセル管理の顧客情報から、ワードの差込印
刷を使用して宛名・はがきや送り状を作成

広告やポスターをワードで作成

5/25(土)、6/1(土)

6/22(土)、6/29(土) 9:30 ～15:30

ワードPOP2(平日夜) 18:30 ～21:00 広告やポスターをワードで作成
ワード・パワーポイント
POP2(土曜) 7/6(土)、7/13(土) 9:30 ～15:30

広告や案内をワードで作成し、パワーポイント
に出力し電子文書として活用

ワード・パワーポイント
POP2(平日夜) 8/20～29(火･木/４回) 18:30 ～21:00 広告や案内をワードで作成し、パワーポイントに出力し電子文書として活用

エクセル活用術(土曜) 7/20(土)、7/27(土) 9:30 ～15:30 エクセルの便利な機能をマスター

エクセル活用術(平日夜) 9/3～12(火･木/４回) 18:30 ～21:00 エクセルの便利な機能をマスター

ホームページ(土曜) 8/3(土)、8/10(土) 9:30 ～15:30 ホームページを作成

ホームページ(平日夜) 10/1～10(火･木/４回) 18:30 ～21:00 ホームページを作成

8/17(土)、8/24(土) 9:30 ～15:30 エクセルの演習に時間をかけて確実にマスター

ワードの演習に時間をかけて確実にマスター8/31(土)、9/7(土)

9:30 ～15:30

9:30 ～15:30

10/22～31(火･木/４回) 18:30 ～21:00 エクセルの演習に時間をかけて確実にマスター

ワードの演習に時間をかけて確実にマスター18:30 ～21:0011/12～21(火･木/４回)

デジカメ活用法入門(土曜) 10/12(土)、10/19(土) 9:30 ～15:30 デジタルカメラの撮影方法や、実際に撮影した写真の編集、基本的な整理活用法を学ぶ

デジカメ画像編集(土曜) 10/26(土)、11/2(土) デジタルカメラで撮影した画像を編集して、
DVDを作成9:30 ～15:30

エクセル売上管理(土曜) 9:30 ～15:30 見積書から領収書まで自動作成（入力ミスや重複入力を避けることができる）11/9(土)、11/16(土)

エクセル・パワーポイント
売上分析１(土曜) 9:30 ～15:30 エクセルで売上表などの分析方法を習得し、分析結果をパワーポイントで分かりやすく表示11/30(土)、12/7(土)

エクセル・パワーポイント
売上分析２(土曜) 9:30 ～15:30 エクセルで売上表などの分析方法を習得し、分析結果をパワーポイントで分かりやすく表示12/14(土)、12/21(土)

エクセル・ワード
顧客管理(土曜) 9:30 ～15:301/11(土)、1/18(土) エクセル管理の顧客情報から、ワードの差込印

刷を使用して宛名・はがきや送り状を作成

エクセル給与計算(土曜) 9:30 ～15:301/25(土)、2/1(土) エクセルで簡単な給与計算システムを作成

建築ＣＡＤ

簿記入門

理容科

美容科

竹工芸(Ａ)

竹工芸(Ｂ)

簿記の基礎を学ぶ
(日商簿記検定３級合格を目指す)
経営者および従業員の方を対象に、メンズカッ
トとアレンジなどの技術の向上を目指す
美容関係経営者および従業員の方を対象に、
先端的技術を学ぶ

Jw_cadによるCAD設計およびGoogleSketchUp
による3Ｄモデリングの基本操作を学ぶ

竹割りから作品完成まで竹工芸の技術習得と、
さらなる技術向上を目指す
竹割りから作品完成まで竹工芸の技術習得と、
さらなる技術向上を目指す

20名

20名

20名

20名

20名

20名

12,000円

12,000円

未定

未定

12,000円

12,000円

5/22～7/17(水/９回)

6/6～10/31(木/20回)

火曜日

火曜日

5/16～2/20(木/28回)

5/17～2/21(金/28回)

18:30～21:00

18:30～21:00

未定

未定

18:30～21:00

18:30～21:00

　※定員の1/2に満たない講座は実施しない場合があります
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軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

登
録
の
あ
る
原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動

車
、
小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
車
な
ど
）、

二
輪
の
小
型
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人

（
割
賦
販
売
な
ど
の
場
合
は
使
用
し
て
い

る
人
）に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

新
規
に
購
入
し
た
場
合
や
車
両
を
入
れ

替
え
た
場
合
は
、
随
時
登
録
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
廃
棄
、
譲
渡
、

盗
難
な
ど
に
よ
り
所
有
し
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
、
速
や
か
に
廃
車
や
名
義
変
更
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
は
、
月
割
課
税
を

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
４
月
２
日
以
降
に

廃
車
や
名
義
変
更
を
し
た
場
合
で
も
、
そ

の
年
の
税
金（
年
税
額
）を
全
額
納
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
や
問
い
合
わ
せ
先
は
、
車
種
に

よ
っ
て
上
表
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　　

１
階

　

税
務
課
税
制
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
８
５

　

県
税
滞
納
の
た
め
差
し
押
さ
え
た
電
話

加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

●
日
　
時　

３
月
14
日（
木
）午
前
10
時

●
場
　
所　

栃
木
県
庁
那
須
庁
舎
第
１
会

　

議
室（
大
田
原
市
中
央
１
‐
９
‐
９
）

●
持
参
す
る
も
の　

現
金
、
印
鑑
、
身
分

　

証
明
書
、
委
任
状（
代
理
人
の
場
合
）

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
県
税
事
務
所
収
税
課

　
　
　
（
２
３
）４
１
７
１

　

暴
力
団
に
よ
る
不
当
要
求
行
為
な
ど
で

悩
ん
で
い
る
事
業
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

栃
木
県
暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー
で
は
、
暴
力

団
対
策
法
に
基
づ
く「
不
当
要
求
防
止
責

任
者
講
習
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
講
習
の
目
的

　

各
事
業
者
か
ら
選
任
さ
れ
た
不
当
要
求

　

防
止
責
任
者
に
対
し
、
不
当
要
求
へ
の

　

対
応
方
法
の
指
導
、
資
料
・
ス
テ
ッ
カ

　

ー
の
提
供
を
行
い
、
暴
力
団
に
よ
る
不

　

当
要
求
被
害
を
防
止
す
る
。

●
届
出
の
方
法

　

事
業
者
は
、
不
当
要
求
防
止
責
任
者
を

　

選
任
し
、
不
当
要
求
防
止
責
任
者
選
任

　

届
書
を
公
安
委
員
会（
事
業
所
を
管
轄

　

す
る
警
察
署
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
講
習
の
種
別

 

・
選
任
時
講
習

　

選
任
さ
れ
た
後
、
お
お
む
ね
１
年
以
内

　

に
受
講

 

・
定
期
講
習

　

選
任
時
講
習
を
受
講
し
た
後
、
お
お
む

　

ね
３
年
に
1
回
受
講

●
講
習
の
内
容

 

・
暴
力
団
の
現
状
と
動
向

 

・
不
当
要
求
行
為
に
対
す
る
被
害
防
止
対
策

 

・
弁
護
士
か
ら
見
た
暴
力
団
対
策　

ほ
か

※
関
係
機
関
の
講
師
に
よ
る
講
義
の
ほ
か

　

ビ
デ
オ
を
活
用
し
て
講
習
を
行
い
ま
す
。

●
受
講
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
会
館
内
公
益
財
団
法
人

　

栃
木
県
暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー

　
　
　

０
２
８（
６
２
７
）２
９
９
５

　
　
　

　

農
地
法
で
は
、
農
業
経
営
の
た
め
に
必

要
な
農
地
の
保
有
面
積
を
50
ア
ー
ル
と
定

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
須
賀
川
地
区
に
お

い
て
は
、
市
内
の
他
の
地
域
に
比
べ
て
耕

作
面
積
が
少
な
い
こ
と
や
耕
作
放
棄
地
が

著
し
く
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
鑑
み
、

市
農
業
委
員
会
の
２
月
定
例
総
会
に
お
い

て
、
面
積
の
見
直
し
を
決
定
し
ま
し
た
。

●
実
施
日

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

●
農
地
保
有
条
件（
須
賀
川
地
区
の
み
）

　
30
ア
ー
ル
以
上
で
あ
れ
ば
新
規
農
業
者

　

と
し
て
認
定

※

須
賀
川
以
外
の
地
区
に
お
い
て
は
従
来

　

通
り
50
ア
ー
ル
以
上

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

農
業
委
員
会
農
地
調
整
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
６

　

市
で
は
、
財
源
の
確
保
お
よ
び
事
業
者

な
ど
へ
の
広
告
掲
載
の
機
会
提
供
を
目
的

に
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

月
に
約
２
万
５
千
件（
平
成
23
年
度
実

績
）の
ア
ク
セ
ス
が
あ
る
当
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
、
バ
ナ
ー
広

告
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
掲
載
料

　

１
枠
に
つ
き
月
額
７
０
０
０
円

●
申
込
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
告
掲
載
申
込
書

　

で
申
し
込
み

※

詳
細
は
情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
２
階

　

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
０

暴
力
団
に
よ
る
不
当
要
求
行
為

な
ど
の
相
談
は
栃
木
県
暴
力
追

放
県
民
セ
ン
タ
ー
へ

軽
自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

車　種

原動機付
自転車

小型特殊
自動車

軽自動車
（三輪・四輪）

二輪
（125cc超）

　  届出・問い合わせ

大田原市役所 税務課
　　（２３）８７８５
湯津上支所 総合窓口課
　　（９８）２１１１
黒羽支所 総合窓口課
　　（５４）１１１１

軽自動車検査協会
　　０２８（６４５）５１６１

関東運輸局栃木運輸支局
　　０５０（５５４０）２０１９

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す

須
賀
川
地
区 

農
地
保
有
条
件

の
面
積
の
引
き
下
げ

大
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告
募
集
中
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天文館・自然観察館

平成25年３月１日号

■問い合わせ
　ふれあいの丘天文館  　（２８）３２５４
　　　 http://www.fureai-tenmonkan.jp/　

　今年は２つの彗星が太陽に接近し、肉眼で観察でき
るほどの明るさになると期待されています。１つは３
月中旬～４月ごろに見られるパンスターズ彗星、もう
1つは11月後半～ 12月に見られるアイソン彗星です。
☆彗星（すいせい）とは
　夜空にぼんやりと輝き、地球に近づくとほうきのよ
うな長い尾をひく彗星は、その姿からほうき星とも呼
ばれます。彗星の主成分は、水（氷）で、表面に砂がつ
いた汚れた雪だるまに例えられます。太陽に近づくと
その熱で彗星本体（核）の表面が少しずつ溶けます。そ
のとき本体の氷が蒸発しガスと塵も一緒に表面から放
出されます。その結果、彗星の本体がぼんやりとした
淡い光に包まれるように輝いて見えます。これは「コ
マ」と呼ばれます。さらに、本体から放出されたガス
と塵がほうきのように見える「尾」を作ります。 

☆パンスターズ彗星の見られる時期
　パンスターズ彗星は、３月10日に太陽に最も近づき、
予想どおりに明るくなれば、３月中旬以降、日の入り
後の西の空で見られそうです。また、３月下旬から４
月上旬までは、日の入り後の西の空と日の出前の東の
空で１日に２回見られそうです。ただ、彗星は、この
期間はきわめて低空でしか見ることができません。彗
星の明るさの予測は難しいのですが、西の空、または
東の空で見通しのよい場所で観察してみましょう。 

　なお、パンスターズ彗星の詳細は、国立天文台のホー
ムページ（　  http://www.nao.ac.jp/）をご覧ください。
パンスターズ彗星観望会については、天文館ホーム
ページまたは市広報２月15日号17ページをご覧くだ
さい。

　例年になく寒さが厳しかっ
た冬も過ぎ、芽吹きの春が
巡ってきました。春は昆虫・
植物にとって、躍動の季節で
す。今年も自然観察館では、
「世界のチョウ・日本のチョ
ウ」からスタートします。美し
く、神秘的で多くの人々の心
をとらえてきた「チョウの世界」をご覧ください。
○「世界のチョウ・日本のチョウ」
　世界には約１万7800種（日本は約230種）のチョウ
が知られていますが、特に中南米や東南アジアは
「チョウの宝庫」として、注目されてきました。その中
から、私たちに最も身近な「モンシ
ロチョウ」を最初に紹介します。
☆菜の花とともに「モンシロチョウ」
　春が来るのをジッとサナギで待ち、
菜の花の開花とともに飛び始めます。
「モンシロチョウ」は白や黄色の花が
咲く、日当たりのよい平地を好んで飛び回っています。
何回か発生を繰り返し、３～11月頃まで見ることがで
きます。

■問い合わせ
　ふれあいの丘自然観察館  　（２８）３１３１
　　　 http://www.fureaino-oka.com/shizen/　

★長い尾を引いて夜空を動いていく彗星

新展示品｢化石発見｣

☆昔は日本にいなかった・・・？
　エサとなるキャベツなどアブラナ科の野菜が中国や朝
鮮半島から渡ってきた時に、一緒にきたものと考えられ
ています。現在では高冷地でキャベツなどが栽培される
ようになって、高原でも見られるようになりました。
☆厳しい蝶の世界・・・？
　１匹のメスは約300個のタマゴを産
みますが、成虫になれるのは１％程度
と言われています。幼虫時代は「青虫」
として嫌われていますが、必死になっ
て「命」をつないでいるのです。

●新展示品「化石発見」
  　「化石」の展示をしていましたが、園児や小学低学
年には難しい内容でした。そこで、
化石発見の過程を、ハンマーやブ
ラシを使いゲーム感覚で体験でき
るような展示品を展示しました。
約20種類の化石が２分の１の確率
で出現し、「クジラ」の化石が出ると
「特別賞」となります。小学生の皆
さんもチャレンジしてください。

モンシロチョウ

タマゴ



図書館・統計

平成25年３月１日号19

●日　　時　３月26日(火)  午前９時30分～10時30分
●電話番号　０１２０ －１８８９１１
　　　　　　(フリーダイヤル・固定電話専用)
※指定日時以外および携帯電話からのお電話は随時情報政策課でお受けします。
　

　津久井市長が、皆さんからのご意見・ご要望をお聞きします。

もしもし 市長さんもしもし 市長さんもしもし 市長さん

■問い合わせ　情報政策課広報広聴係　　(２３)８７００

お気軽に
お電話ください

(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)

(　　　　　　　　　 )

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)

救急車の適正利用に
　　　　　ご協力ください

[ 救急出場件数 ]

２件
１件
　２件
　５件

２件
１件
２件
５件

１,８１７千円
　１,８１７千円

◆火災 ･救急 １月分
[火災発生件数 ]
建　物
林　野
その他
　計　
損害額

２１件
１４３件
６６件
２３０件

２１件
１４３件
６６件
２３０件

交 通
急 病
その他
　計　

火災発生時の情報をお知らせします
消防署テレフォンサービス消防署テレフォンサービス

◆交通事故 １月分
８件
０人
１２人
１８５件

人身事故
死　者
負傷者
物件事故

　男　　３６,８６５人
　女　　３７,４１５人
　計　　７４,２８０人
世帯数　２７,２０３世帯

住民基本台帳人口

統計調査に基づく人口

１月中の異動(住民基本台帳による)

◆人口の動き(２月１日現在)

　男　　３８,５１０人
　女　　３８,０４１人
　計　　７６,５５１人
世帯数　２８,５６１世帯

転入 132人   転出 158人 
出生   43人   死亡   76人
※住民基本台帳人口
　国内の市町村に住所を定めてい
る者（外国人住民を含む）として、
当該市町村の住民基本台帳に記載
されている者の数およびそれらの
者が構成している世帯の数。
※統計調査に基づく人口
　国勢調査を基に推計した人口。

※「交通事故｣  ｢火災・救急｣
　の(   )内の数字は、平成25
　年１月からの累計です。

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

図書館のホームページ上で蔵書の予約ができ
ます。パスワード等登録は図書館カウンター
に申請してください。

●日　時　３月３日(日)、17日(日)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ、紙しばい、工作 など

(23)4560 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

ピノキオおはなし会

コアラおはなし会

子どものつどい

(59)0855 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

開館  平　日 9:00～17:00
時間  土日祝 9:00～17:00（98)7037

●日　時　３月９日(土)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク、紙しばい、工作 など

平成24年度大田原市立図書館講演会

●日　時　３月10日(日)　午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ、紙しばい など

人形劇
●日　時　3月24日(日)　午後1時～2時
●会　場　湯津上庁舎　2階多目的ホール
●出　演　劇団「貝の火」
●内　容　｢てぶくろを買いに｣｢江戸しぐさ｣
●対　象　幼児・児童・一般
■問い合わせ　大田原図書館・湯津上庁舎図書室

●日　時　３月16日（土）　午後１時30分～３時
●会　場　大田原市那須与一伝承館　多目的ホール
●講　師　児童文学作家・梅光学院大学教授　村中  李衣  氏
●講　演　｢絵本の読みあい｣について
●対　象　学生、一般(参加費無料）
■申し込み　３月13日(水）までに大田原図書館カウンターまたは電話で申し込み

○10月1日から3月31日まで
　午前9時30分～午後6時30分

○4月1日から9月30日まで
　午前9時30分～午後7時30分

４月から大田原図書館の平日の閉館時間が変わります。

★黒羽図書館★大田原図書館
★湯津上庁舎図書室

３月の図書館カレンダー３月の図書館カレンダー

水

６
13
20
27

木

７
14
21
28

土
２
9
16
23
30

月
　
４
11
18
25

金
１
８
15
22
29

日

３
10
17
24
31

火

５
12
19
26

水

６
13
20
27

木

７
14
21
28

土
２
9
16
23
30

月
　
４
11
18
25

金
１
８
15
22
29

日

３
10
17
24
31

火

５
12
19
26

●休館日●休館日

８件
０人
１２人
１８５件
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芭蕉の館・彫刻周遊

平成25年３月１日号

　この作品は浅香３丁目交差点の北西の角に設
置してあります。
　この作品は柱状の白御影石と平べったい黒御
影石がセットになった作品です。

　白御影石の方は、中
心に１筋の線が入って
おり、その線から、左
右の石が前後にずれて
いるように削り出され
ています。向かって左
側の石は細かな凹凸を
つけてやわらかい印象
に、右側は粗めに磨い
たあとに何本もの線を
入れて鋭い印象に仕上

げています。また、右側
の線は、作品の前後と上
は水平に彫っており、側
面は、それらの線を２本
ずらす様に斜めに線を入
れています。
　作者は石を選ぶ際、石が持つ性質を最大限に引
き出すことを意識するそうです。そうして選んだ
石と向き合い、性質に自分のコンセプトを乗せる
ことで作品を制作します。制作中の一彫り一彫り
は完璧でなくてはならず、完成した作品は完璧な
彫り、「ゴールデンカット」と名付けられました。
　作者はユーゴスラヴィア（現セルビア・モンテ

ネグロ）生まれのネナー
ド・ソスキッチ氏。当時は
地元のセルビアとモンテネ
グロを中心に、国際的なシ
ンポジウム、ビエンナー
レ、トリエンナーレなどに
参加していました。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が原
国際彫刻シンポジウム」で公
開制作、設置された作品とそ
の作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

52

ネナード　ソスキッチ
　　セルビア・モンテネグロ  　2004年

Golden Cut（ゴールデンカット）
■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

　

県
内
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代

に
か
け
て
の
窯（
跡
）が
二
十
数
カ
所
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
黒
羽
に
は
、
文
化
年
間

（
１
８
０
４
〜
１
８
）頃
に
岡
の
台
瀬
戸
焼

が
あ
り
、
明
治
39
年（
１
９
０
６
）か
ら
大

正
14
年（
１
９
２
５
）に
か
け
て
、
か
な
め

焼
が
焼
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

黒
羽
周
辺
地
域
に
も
窯
跡
が
散
在
し
、

そ
の
内
の
志
鳥
焼（
現
那
須
烏
山
市
志
鳥
）

は
、
幕
末
期
頃
か
ら
明
治
時
代
に
か
け

て
、
那
須
郡
志
鳥
村
の
鈴
木
家
・
大
宮

家
・
水
上
家
の
３
カ
所
で
焼
い
て
い
た
民

窯
で
す
。
そ
の
中
で
最
も
古
い
と
言
わ
れ

る
鈴
木
窯
は
、
越
中
国
砺
波
郡
井
波
町

（
現
富
山
県
南
砺
市
）出
身
の
斉
藤
栄
三
郎

が
、
志
鳥
村
名
主
鈴
木
忠
兵
衛
の
も
と
で

嘉
永
７
年（
１
８
５
４
）以
前
に
開
窯
し
、

明
治
20
年（
１
８
８
７
）頃
ま
で
続
き
ま
し

た
。
製
品
は
甕
・
皿
・
徳
利
・
擂
鉢
・
壺

な
ど
で
、
地
元
や
喜
連
川
方
面
に
販
売
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
宮
窯
と
水
上
窯
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
宮

久
三
郎（
越
中
国
砺
波
郡
出
身
）、
水
上
年

蔵（
大
宮
久
三
郎
の
娘
を
娶
る
）を
創
業
者

と
し
て
、
明
治
末
期
ま
で
続
き
ま
し
た
。

製
品
は
日
用
雑
器
で
す
。

　

当
館
で
は
平
成
22
年
度
、
広
瀬
久
之
進

氏（
や
き
も
の
研
究
家
）よ
り
志
鳥
焼
の
伝

世
品
を
多
数
寄
贈
さ
れ
、
平
成
23
年
度
に

は
山
口
君
子
氏
よ
り
大
宮
窯
の
陶
片
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
当
館
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
は
、
こ
れ
ら
志
鳥
焼
の
数
々
を

鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ

　
「
黒
羽
周
辺
の
や
き
も
の―

志
鳥
焼―

」

●
会
　
期

　

３
月
20
日（
水
・
祝
）〜
31
日（
日
）

●
会
　
場　

黒
羽
芭
蕉
の
館　

研
修
室

●
展
示
資
料　

飛
鉋
文
白
首
徳
利
、
柿
釉

　

黒
流
し
甕
な
ど
約
30
点

●
観
覧
料

　

大
人
３
０
０
円（
２
０
０
円
）

　

小
中
学
生
１
０
０
円（
50
円
）
※

（　

）内
は
20
名
以
上
団
体
料
金

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　
　
（
５
４
）４
１
５
１

黒
羽
芭
蕉
の
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

「
黒
羽
周
辺
地
域
の
や
き
も
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志
鳥
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よ
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※今回のチケット発売は、①のみのチケットおよび
　①～③の３公演セット券の販売となります。
　②のみのチケット発売は４月中旬、③のみのチケット
　発売は９月中旬を予定しております。
　随時、広報おおたわらでお知らせします。

①　一般  1,000円(友の会  900円)
　　学生     500円(大学生以下)

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

※入場は就学児以上とさせていただきます。
①～③セット券　2,500円(友の会  2,300円)

チケット好評発売中チケット好評発売中

①vol.3 マリンバとピアノの調べ
　４月14日(日) ／午後２時開演／交流ホール
【出演】渡辺 真理子（大田原市出身）／マリンバ
　藤本 美玲（那須塩原市出身）／ピアノ
【演奏予定曲目】
　マリンバ：六本撥による五木の幻想、
　　「スカラムーシュ」よりブラジレイラ　ほか
　ピアノ：喜びの島（ドビュッシー）、
　　ノクターン（ショパン）　ほか
②vol.4 Ken木村トリオ・ジャズひととき
　７月21日(日) ／午後２時開演／交流ホール
【出演】Ken 木村（那須塩原市出身）／ピアノ
　多田 和弘／ベース　矢藤 健一郎／ドラム
【演奏予定曲目】
　イパネマの娘、チュニジアの夜、枯葉　ほか
③vol.5 ソプラノとボーカルアンサンブル
　クリスマスコンサート
　12月22日(日) ／午後３時30分開演／交流ホール
【出演】中村 芳子（大田原市出身）／ソプラノ
　ボーカルアンサンブルＴ４Ｕ
【演奏予定曲目】クリスマスソング、ハレルヤ、
　さやかに星はきらめき、カルメンより「ハバネラ」　ほか

●ふるさとの音楽家シリーズ

　３月17日（日）／午後２時開演／大ホール
　自由席1,000円
　（就学児以上に限る、小・中学生無料、要入場券）
【出演】　海老原 光（指揮）、佐野 良太（ピアノ）
【演奏予定曲目】
♪ブラームス：大学祝典序曲　作品80
♪ドヴォルザーク：ピアノ協奏曲　ト短調　作品33
♪シューマン：交響曲第４番　ニ短調　作品120

●那須フィルハーモニー管弦楽団
　第 14回定期演奏会

●舞踊のつどい
　３月 24 日（日）／午後２時開演／小ホール
　自由席 200 円
【出演】坂東伎十次会、由貴舞の会、藤扇流雅宴会

那須野が原ハーモニーホールでは、当ホール主催の
事業に限り、安心して公演をお楽しみいただくため
に、公演中の託児サービスを行っています。
　　　　料金：お子さま１人　2,000円
　　　　対象：満２歳以上のお子さま
※ご希望の方は、公演の10日前までにお申し込み
　ください。

～託児サービスのご案内～

友の会優先電話予約   ３月 ７日（木）午前９時～
※電話予約のみ受け付けます。窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　   ３月 ９日（土）午前９時～
一般電話予約　　　   ３月11日（月）午前９時～

《公演チケット発売情報》

一般 1,500円(友の会  1,400円)チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場 ５月19日(日）／小ホール
１回目：午後１時30分開演
２回目：午後３時30分開演

●おかあさんといっしょ
　ポコポッテイトと あ・そ・ぼ！

【出演予定】
　瀧本 瞳おねえさん、メーコブ、ムテ吉、ミーニャ
※１歳以上は有料となります。
　１歳未満のお子様は保護者１名につき１名まで膝上
　に限り無料、ただしお席の必要な場合は有料。

友の会優先電話予約   ３月14日（木）午前９時～
※電話予約のみ受け付けます。窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　   ３月16日（土）午前９時～
一般電話予約　　　   ３月18日（月）午前９時～

《公演チケット発売情報》

一般 2,000円(友の会  1,800円)
学生 1,000円（大学生以下）

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場 ６月22日(土）
午後２時開演／小ホール

●クラシック・サマーシリーズ②
　東京都交響楽団名手による弦楽四重奏
　「カルテット・ローエ」＆ハープ

【演奏予定曲目】
♪ヘンデル：ハープ協奏曲 変ロ長調 作品４－６
♪マスネ：タイスの瞑想曲　♪サンサーンス：白鳥
♪グランジャニー：ラプソディー
♪ベートーヴェン：弦楽四重奏９番 作品59－３
　「ラズモフスキー３番」　ほか

※那須野が原ハーモニーホール友の会会員招待事業
　(50席／要予約)
※入場は就学児以上とさせていただきます。
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『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は情報政策課広報広聴係 (２３)８７００までご連絡ください。

２月10日 第18回ふれあいの丘囲碁将棋大会
（ふれあいの丘 多目的ホールほか）

囲碁の部43名、将棋の部34名が棋力を参考に各クラ
スに分かれて静かな熱戦を繰り広げました。
各クラスの優勝者は以下のとおりです。
◎囲碁の部　　　　　　　　◎将棋の部
Ａ級　阿久津忠さん　　　　Ａ級　金﨑　文男さん
Ｂ級　石井　勇さん　　　　Ｂ級　光石　明男さん
Ｃ級　佐藤　道義さん　　　Ｃ級　堀川　龍生さん
Ｄ級　土屋　正臣さん　　　Ｄ級　大野　卓也さん

２月３日　第１回大田原市長杯争奪スポーツチャンバラ選手権大会
（県北体育館サブアリーナ）

市が障害者スポーツとして普及・推進をしているスポーツチャンバラの大会が開催され市内外から
150 名の選手が参加して熱戦を繰り広げました。当日は車いすに乗って行う「車いす長剣」の競技や初
心者同士による「体験者部門」の試合が行われ、幼年の部に参加した子どもたちのかわいらしい姿に会
場は盛り上がりました。

１月 26 日～２月 11 日　第６回おおたわら美術館
（大田原市那須与一伝承館多目的ホール）

書家 酒井真沙（サカイ シンサ）氏の作品を 27 点、一堂に展示いたしました。縦 175 センチ横 375 セン
チの大作から小作品が並びました。会期中は酒井氏による作品解説やワークショップも行われ、多く
の市民が書に親しみました。
会期中は延べ 9,161 名が会場を訪れ、酒井氏の力強いメッセージに想いを巡らせました。
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